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KEYNOTE―基調講演
レピュテーション・マネジメントへのアプローチ

──無形資産の効用と展望

●上野征洋 静岡文化芸術大学副学長・日本広報学会理事長

OPINION―論説
レピュテーション（評判）のよい会社になるためには

●藤永恭夫 株式会社大和総研経営コンサルティング部長兼経営戦略研究部長

レピュテーション向上のためのB to B企業の広報マインド

●前田一郎 東レ株式会社広報室長

レピュテーションの向上とネットメディアの関係

●太田　滋 ビルコム株式会社代表取締役兼CEO

「連続したドラマ」を仕掛け、企業レピュテーションをデザインする

●大西雅之 株式会社博報堂コーポレートコミュニケーション局 CC二部 CCディレクター

FORUM―座談会
レピュテーション向上のために企業がすべきこと

──広報は企業の見えざる資産をどう高めていくべきか

●橋爪　清 ピーアールコンビナート株式会社代表取締役・「評判づくり研究会」主宰

●藤井彰二 松下電器産業株式会社コーポレートコミュニケーション本部広報グループグループマネージャー

●三浦光男 読売新聞東京本社編集局次長

SEMINAR―誌上講座
"レピュテーション"の今日的定義とは

──いま求められる広報の役割を考える

●兼坂京子 株式会社電通 IMCプランニング・センターPRプランニング部プランニング・ディレクター

GLOBAL VIEW―海外事情
高いレピュテーションを維持するジョンソン・エンド・ジョンソンの「我が信条」とは

●伊東直哉 ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社メディカルカンパニー広報部リーダー

WATCHING―見聞
企業はレピュテーションを管理できているか？

──メディアから見た"企業の評判"

●柏木慶永 日刊工業新聞社執行役員論説委員長

CASE STUDY―事例
良好なレピュテーション獲得のための広報事例

●日本コカ・コーラ株式会社

●株式会社資生堂

●全日本空輸株式会社

●本田技研工業株式会社

■経営とPR②

コーポレート・
レピュテーション

日本パブリック リレーションズ協会報
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「
評
判
」の
測
定
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
企
業
へ
の「
ま
な
ざ
し
」は
経
営
者
な
ら
ず
と
も
気
に
な
る
も

の
。
そ
の
課
題
が
商
品
や
業
績
の
よ
う
に
モ
ノ
や
数
字
で
明
示
さ
れ
る
も
の
な
ら
、
戦
略
や
対
応
の

立
案
が
で
き
る
が
、
捕
捉
し
が
た
い
の
が「
名
声
」か
ら「
悪
評
」ま
で
の
多
様
な
評
判
で
あ
る
。

こ
の
２
、
３
年
、「
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
こ
こ
で
は
便
宜
的
に「
評
判
」と
し
て
お
く
）を
め
ぐ

る
論
文
や
書
籍
が
増
加
し
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
も
の
も
少
な
く
な
い
。

企
業
の
社
会
評
価
を
め
ぐ
る
尺
度
は
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
を
み
せ
て
き
た
。
90
年
代
中
葉
ま
で

は
、「
企
業
イ
メ
ー
ジ
」が
重
要
な
尺
度
と
さ
れ
、
指
標
や
分
析
手
法
が
幾
度
も
改
善
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
後
、
無
形
資
産
を
評
価
す
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
で
は「
ベ
ス
ト
ブ
ラ
ン
ド
」ラ
ン
キ
ン
グ

（
以
下
B
B
R
）「
最
も
賞
賛
さ
れ
る
企
業
」（M

ost
Adm

ired
C
om
pany

、
以
下
M
A
C
）、
日

本
で
は
C
S
R
評
価
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
評
価
、
I
R
活
動
の
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
も
メ
ディ
ア
や
団
体

が
公
表
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
へ
登
場
し
た
の
が
ハ
リ
ス
、
フ
ォ
ン
ブ
ラ
ン
と
フ
ァ
ン
リ
ー
ル
の
協

力
に
よ
る
指
数「
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ク
ォ
ー
シ
ェ
ン
ト
」（
以
下
R
Q
）で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は

R
Q
の
他
に
も
監
査
法
人
、
P
R
会
社
、
メ
ディ
ア
調
査
会
社
な
ど
が
独
自
に
開
発
し
た
指
標
や

手
法
に
よ
る
提
案
も
あ
る
。
わ
が
国
で
は
電
通
の
提
案
す
る
直
輸
入
型
R
Q
の
手
法
が
あ
り
、

三
菱
総
研
な
ど
も
調
査
結
果
を
公
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
効
用
や
企
業
価
値
と
の
相
関
な
ど
、
有

意
の
測
定
手
法
は
い
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
。

わ
が
国
に
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
定
着
す
る
に
は
少
し
時
間
が
か
か
る
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
調
査
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
、
そ
し
て
企
業
戦
略
へ
の
活
用
手
法
が
経

営
者
に
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ

無
形
資
産
の
効
用
と
展
望

企
業
の
社
会
的
責
任
に
対
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
目
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
近
年
。
短
期
的
な
業
績
だ
け
で
は
な
く
、
中
長
期
的
な
取
り

組
み
に
も
企
業
価
値
を
見
出
そ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
際
の
評
価
軸
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
言
葉
。
企
業
に
と
っ
て
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
な
ん
な
の
か
。
そ
し
て
経
営
と
広
報
は
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

静
岡
文
化
芸
術
大
学
副
学
長
・
日
本
広
報
学
会
理
事
長

K E Y N O T EK E Y N O T E

基調講演

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン

経
営
と
P
R
②

特　集

上
野
征
洋
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Ｒ
Ｑ
の
特
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
回
路

参
考
ま
で
に
、
別
表
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
2
0
0
5
年
度
の
R
Q
と
M
A
C
、
B
B
R
の
ラ

ン
キ
ン
グ
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
ラ
ン
ク
は
少
し
ず
つ
変
化
す
る
が
、アメ
リ
カ
に
お
け
る

優
れ
た
企
業
の
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
同
一
企
業
で
も
評
価
が
上
下
す
る
と
こ
ろ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価

項
目
、
指
標
の
違
い
が
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
傾
向
と
デ
ー
タ
の
比
較
分
析
か
ら
R
Q
の

特
性
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
R
Q
で
高
い
ス
コ
ア
を
示
す
の
は
、
生
活
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
分
野
の
企
業
が
多
く
、
素
材
メ
ー
カ
ー

や
生
産
財
の
企
業
は
相
対
的
に
低
く
な
る
。

・
R
Q
ス
コ
ア
の
因
子
相
関
を
み
る
と「
情
緒
的
ア
ピ
ー
ル
」と「
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
」の
影
響
力

が
高
く
、
財
務
業
績
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
相
関
が
低
い
。

・
R
Q
に
較
べ
M
A
C
、
B
B
R
で
は
財
務
や
投
資
性
向
、
資
産
運
用
な
ど
と
の
相
関
が
高
く
、

メ
ー
カ
ー（
G
E
、
ソ
ニ
ー
な
ど
）の
経
営
指
標
と
親
和
性
が
高
い
。

・
R
Q
は
認
知
の
集
積
で
あ
る
が
、
そ
の
評
価
は
回
答
者
の
心
情
や
二
次
情
報
に
左
右
さ
れ
や

す
く
、
同
じ
認
知
の
集
積
で
も「
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
」は
変
動
が
少
な
い
。
す
な
わ
ち
R
Q

に
は
情
報
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
や
接
触
頻
度
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

従
来
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
企
業（
送
り
手
）か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
そ
れ
に
対
す
る
消
費
者（
受

け
手
）の
受
容
と
反
応
と
い
う
シ
ャ
ノ
ン
／
ウィ
ー
バ
ー
原
理
の「
リ
ニ
ア
型
モ
デ
ル
」が
前
提
で
、そ
の
反

応
や
認
知
の
集
積
に
よ
っ
て
理
解
や
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
場
合
は「
非
線
型
モ
デ
ル
」、
す
な
わ
ち
バ
ー
ロ
や
マ
レ
ツ
ケ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
受
容
過
程
に
お

け
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
、ブ
ロ
グ
や
ノ
イ
ズ
な
ど「
受
容
環
境
」の
作
用
が
大
き
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
雑
多
な
情
報
と
し
て
受
容
さ
れ
た
も
の
が
、
相
互
の
触
媒
作
用
で
さ
ら

な
る
反
応
を
誘
発
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、そ
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
回
路
は
社

会
集
団
、
制
度
、
地
域
性
か
ら
の
ノ
イ
ズ
を
受
け
る
た
め
変
動
が
激
し
い
。
例
え
ば「
村
上
フ
ァ
ン
ド
に

よ
る
阪
神
買
収
」の
場
合
、
個
人
の
投
資
経
験
の
有
無
、
阪
神
フ
ァ
ン
と
野
球
オ
ン
チ
、
大
阪
と
東
京

で
は
反
応
が
大
き
く
異
な
る
。
そ
し
て「
評
判
」は
激
し
く
上
下
す
る
も
の
の
、ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
は

あ
ま
り
変
化
し
な
い
。

「
評
判
」と「
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
」に
は
落
差
が
あ
り
、「
前
者
」は
常
に
動
態
の
中
に
あ
り
、
後
者
は

比
較
的
静
態
の
中
に
あ
る
。

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
市
場
と
社
会
の
耕
作
を

R
Q
は
、
定
性
情
報
を
定
量
化
す
る
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
工
夫
さ
れ
て
い
る
が
、
受
け
手
の
認

知
と
限
定
的
な
反
応
の
集
積
で
あ
り
、
必
ず
し
も
総
合
的
な
企
業
評
価
と
は
言
い
難
い
。

ま
た
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
照
射
し
て
い
る
の
は

マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
や
経
営
指
標
よ
り
も
社
会
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
領
域
、
す
な
わ
ち
社
会
貢
献
や
環
境

対
策
、
人
材
や
企
業
文
化
へ
の
集
合
的
評
価
と
い
う

側
面
が
強
い
。
す
な
わ
ち
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
に
は
、
社
会
性
・
文
化
性
の
高
い
情
報
の
発
信
が

効
果
的
と
い
え
よ
う
。
C
S
R
、ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
特

性
、
企
業
文
化
、
市
民
性
、ト
ッ
プ
の
人
間
性
な
ど
が

大
き
く
関
与
し
て
く
る
。
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
構
築
と

は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
情
報
交
流
で
価
値
を
創

造
す
る
作
業
で
あ
り
、
市
場
と
社
会
を「
耕
作
」す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

は
経
営
戦
略
の
水
先
案
内
人（
パ
イ
ロッ
ト
）で
あ
る
。

ゆ
え
に
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
ぶ
さ
に
点
検
す
る
こ

と
が
マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
や
C
S
R
の
可
否
を
左
右
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
・マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
取
り
組
む
べ
き
最
大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
こ

の
潮
流
は
企
業
が
ロ
ゴ
ス（
理
性
）で
も
パ
ト
ス（
感

性
）で
も
な
く
、エ
ト
ス（
倫
理
・
気
品
）が
問
わ
れ
る

時
代
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

上野征洋（うえの　ゆきひろ）
静岡文化芸術大学副学長兼文化政策学部長。日本広
報学会理事長。66年早稲田大学卒業。68年東京大
学新聞研究所（のち社会情報研究所に改称）修了。専
門は社会情報学、文化社会学。法政大学講師、（株）
コミュニケーション科学研究所専務取締役を経て
2000年静岡文化芸術大学教授。04年より現職。社
会活動として政府広報評価委員、科学技術会議専門
委員、東京都広報広聴検討委員会（座長）の他、国土
交通省、農水省、経済産業省の審議会、研究会委員、
また国土交通大学校、自治大学校講師等を歴任。主
要著作に『コーポレート・コミュニケーション戦略』『市
民力』『広報・コミュニケーション戦略』『文化政策を学
ぶ人のために』ほか共著・論文多数。

順位 レピュテーション 最も賞賛される企業 ベストブランド
（RQ） （MAC） （BBR）

１ ジョンソン＆ジョンソン GE ソニー

２ コカコーラ フェデックス デル

３ グーグル サウスウェスト航空 コカコーラ

４ UPS P＆G トヨタ

５ ３M スターバックス フォード

６ ソニー ジョンソン＆ジョンソン ホンダ

７ マイクロソフト バークシャーハサウェイ ヒューレット・パッカード

８ ジュネラル・ミルズ デル GE

９ フェデックス トヨタ クラフト・フーズ

10 インテル マイクロソフト アップル
※“Wall Street Journal”“Harris Interactive”“Fortune”等の記事、サイトから再構成。

別表：3つのランキング結果（2005年度）
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ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
対
等
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
前
提

学
生
の
就
職
人
気
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
る
と
、
今
年
も
上

位
に
は
全
日
空
、ト
ヨ
タ
自
動
車
等
の
常
連
企
業
が
ラ
ン
ク
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
業
績
が
回
復
し
た
金
融
業
界
や
総
合
商
社
も

人
気
が
高
い
。
企
業
選
択
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
や
り
た
い
仕
事
が
で

き
る
」「
職
場
の
活
気
」「
正
当
な
評
価
」な
ど（
リ
ク
ル
ー
ト
調
べ
）

で
あ
り
、
待
遇
、
安
定
性
よ
り
も
働
き
が
い
を
重
視
し
て
い
る
。

将
来
の
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
学
生
の
評
価
は
、
企
業

の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
良
し
悪
し
を
端
的
に
表
し
て
お
り
、
企
業

が
最
も
重
視
し
、
企
業
経
営
の
改
善
に
生
か
す
べ
き
点
で
あ
る
。

企
業
は
株
主
、
顧
客
、
取
引
先
、
地
域
社
会
、
従
業
員
な
ど

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
認
識

し
て
お
り
、
企
業
活
動
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、い
か
に
レ
ピ
ュ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
か
に
腐
心
し
て
い
る
。
レ
ピ
ュ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
高
い
場
合
、
資
金
調
達
、マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
、
従
業
員
の

採
用
な
ど
の
活
動
を
円
滑
に
し
、
企
業
価
値
も
上
が
る
。
逆
の

場
合
は
、
活
動
が
著
し
く
制
約
さ
れ
、
低
い
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
抜
け
出
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。
リ
コ
ー
ル
隠
し
、
談
合
事
件
、

粉
飾
決
算
等
に
関
係
し
た
企
業
は
、
正
常
な
企
業
活
動
に
戻
る

ま
で
相
当
な
期
間
を
要
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
企
業
の
存
続
が

で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

企
業
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
適
度
な
緊
張
関
係
を
も
ち
、
お

互
い
対
等
な
関
係
で
影
響
を
行
使
し
合
え
る
仕
組
み
作
り
が

で
き
て
い
る
の
が
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
い
企
業
の
条
件
で
あ

る
。
こ
こ
で
い
う
仕
組
み
と
は
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ

り
、
不
祥
事
を
防
ぐ
た
め
の
内
部
統
制
な
ど
で
あ
る
。
最
近
、

企
業
と
対
等
で
あ
る
べ
き
、
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
で
格
差
が

出
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
株
主
は
、
外

国
人
株
主
に
代
表
さ
れ
る「
も
の
言
う
株
主
」の
登
場
で
、
配

当
政
策
を
は
じ
め
と
す
る
株
主
の
意
見
が
反
映
さ
れ
、
従
来

に
比
較
し
地
位
は
向
上
し
て
い
る
。
一
方
、
相
対
的
に
地
位
が

低
下
し
て
い
る
の
が
、
地
域
社
会
、
従
業
員
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
特
に
、
地
域
は
産
業
振
興
の
た
め
、
優
良
企
業
の
誘
致
に

熱
心
で
、
企
業
側
に
税
制
等
の
優
遇
策
な
ど
を
付
与
し
て
い

る
。
ま
た
、
従
業
員
は
、
不
況
時
の
リ
ス
ト
ラ
策
、
行
き
過
ぎ
た

成
果
主
義
の
導
入
な
ど
に
よ
り「
も
の
言
わ
な
い
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
」に
な
っ
て
い
る
。
企
業
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
意
見
が
汲
み
取

れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

経
営
ト
ッ
プ
は
積
極
的
に「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー
」の
説
明
を

そ
れ
で
は
、
企
業
経
営
者
は
、レ
ピュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
の
た
め

に
、ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
心
理
学
の
分

野
で
、
人
間
の
欲
求
に
関
し
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
が
、マ
ズ
ロ
ー
の

欲
求
5
段
階
説
で
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
人
間
の
欲
求
は「
①

生
理
的
欲
求
、②
安
全
の
欲
求
、③
親
和
の
欲
求
、④
自
我
の
欲

求
、と
段
階
を
踏
ん
で
最
終
的
に
⑤
自
己
実
現
を
め
ざ
す
」よ
う

に
な
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
③
、
④
、
⑤
は
レ
ピュ
テ
―
シ
ョ
ン

を
向
上
さ
せ
る
欲
求
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
企
業
に

も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
創
業
時
の
目
標
は
何
と

し
て
で
も
事
業
を
黒
字
に
」、
次
に
、「
社
会
で
認
知
さ
れ
、
一
流

企
業
の
仲
間
入
り
を
す
る
」、最
終
的
な
目
標
は
、「
一
流
企
業
と

し
て
の
社
会
的
責
任
の
遂
行
」と
な
る
。
企
業
は
、こ
れ
ら
の「
思

い
」を「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・ス
ト
ー
リ
ー
」と
し
て
ま
と
め
、
積
極
的
に

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
対
話
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・ス
ト
ー
リ
ー
」は
企
業
の
こ
れ
ま
で
の
成
長
過

程
と
将
来
展
望
を
、
経
営
計
画
等
定
量
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

シ
ナ
リ
オ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
投
資
家
に
中
長
期
的
な
視
点

で
投
資
す
る
価
値
が
あ
る
企
業
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
こ

と
が
目
的
で
あ
り
、I
R（
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
イ
シ
ョ
ン
ズ
）活
動

の
最
も
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
る
。
I
R
活
動
に
よ
り
経
営
の

透
明
性
が
高
ま
り
、そ
の
実
体
価
値
が
市
場
に
正
当
に
評
価
さ

れ
る
こ
と
で
企
業
価
値
の
最
大
化
に
つ
な
が
る
。
本
来
、
企
業
価

値
は
継
続
的
に
生
み
出
す
収
益
に
加
え
、
将
来
の
収
益
を
生
み

出
す
源
泉
が
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
知
的
資
本
」、

「
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
資
本
」な
ど
の
財
務
諸
表
に
は
現
れ
て
い
な
い

部
分
で
あ
る
。
そ
の
た
め
C
S
R
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
状

況
を
説
明
す
る
企
業
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
外
部
に
情
報
を

発
信
す
る
過
程
で
企
業
内
部
で
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
、
従
業

員
ら
に
も
価
値
観
が
共
有
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、「
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
･
ス
ト
ー
リ
ー
」が
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
向
上
と
同
時
に
社

内
の
組
織
運
営
に
も
有
効
な
ツ
ー
ル
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン（
評
判
）の
よ
い
会
社
に
な
る
た
め
に
はふじなが・やすお

鹿児島大学工学部卒。重工メーカー、
エンジニアリング会社などを経て大和
総研で調査・コンサルティング活動に
従事。産業調査部長、組織人事コン
サルティング部長などを歴任し現職。
各種産業調査、企業経営コンサルテ
ィング、地域の振興計画、ベンチャー
企業の育成などで幅広く活動。著書
に「社会資本投資の費用・効果分析
法」（東洋経済新報社：共著）ほか。

藤
永
恭
夫

株
式
会
社
大
和
総
研
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
長
兼
経
営
戦
略
研
究
部
長
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人
と
人
と
の
交
流
が
醸
成
す
る
評
判

B
to
C
企
業
と
比
べ
た
場
合
、
東
レ
の
よ
う
な
B
to
B
企
業

で
は
、
評
価
や
評
判
、
信
頼
な
ど
の
無
形
資
産
は
人
と
人
と
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
報
道
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
て
い
く
ウ
エ
イ

ト
が
大
き
い
。
当
社
は
、
基
幹
素
材
産
業
に
属
す
高
分
子
化
学

製
品
を
お
も
に
扱
う
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
取
引
の
ほ
と
ん
ど
が

ル
ー
ト
セ
ー
ル
ス
だ
。
取
引
先
の
方
々
に
は
、
営
業
・
技
術
者
と

の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
、
東
レ
な
ら
で
は
の
価
値
を
見

出
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
良
好
な
レ
ピ
ュ

テ
ー
シ
ョ
ン
形
成
は
、そ
れ
ら
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
東
レ
と
い
う
企

業
の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
伝
え
て
い
く
か
が
カ
ギ
と
な
る
。
そ
う
し

た
日
々
の
積
み
重
ね
が
、
経
営
や
事
業
戦
略
、
品
質
へ
の
信
頼

や
製
品
に
対
す
る
総
合
的
な
評
価
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
企

業
そ
の
も
の
の
評
判
に
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
報
道

記
者
と
の
接
点
も
重
要
な
要
素
だ
。

そ
も
そ
も
B
to
B
企
業
は
、
製
品
価
値
に
対
す
る
最
終
消
費

者
か
ら
の
ビ
ビ
ッ
ド
な
声
を
集
約
し
に
く
く
、
社
会
的
認
知
度

も
低
い
と
い
う
現
実
を
抱
え
て
い
る
。コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
を

宣
伝
で
訴
求
し
た
と
こ
ろ
で
、
営
業
に
す
ぐ
に
効
果
が
表
れ
て

く
る
と
も
限
ら
な
い
。
会
社
名
を
前
面
に
打
ち
出
す
よ
う
な
T

V
C
F
に
多
額
の
資
金
を
投
入
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
効
果
は

推
し
量
り
に
く
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も
あ
る
。

B
to
B
企
業
に
限
ら
な
い
が
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
形
成
に
お
け
る

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
軸
と
な
る
企
業
の
使
命
を
各
階
層
レ
ベ
ル

お
よ
び
個
々
人
が
遂
行
で
き
て
い
る
か
、そ
れ
ら
の
活
動
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
情
報
を
発
信
し
、ど
う
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
か
、

に
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
然
な
が
ら
広
報
は
自
社
が
外
に
ど
う
映
っ

て
い
る
の
か
を
、フィ
ー
ド
バッ
ク
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
正
し
い
ミ

ラ
ー
を
置
け
て
い
る
か
ど
う
か
。
社
会
の
変
化
を
捉
え
る
ア
ン
テ

ナ
は
正
常
か
ど
う
か
。
広
報
担
当
者
は
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取
る
感
性
を
も
つ
こ
と
が
大
切
に
な
る
。

他
部
署
と
連
携
し
て
情
報
の
受
発
信
を

社
内
の
他
部
署
と
の
連
携
も
不
可
欠
だ
。
当
社
で
は
社
会
貢

献
活
動
や
冠
テ
レ
ビ
番
組
、『
東
レ
パ
ン
・
パ
シ
フィ
ッ
ク
・
オ
ー
プ

ン
・
テ
ニ
ス
』を
は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
活
動
な
ど
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
伝
わ
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が「
こ
う
思
わ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
」と
考
え
て
い
る
像
と
、
目
指
す
べ
き「
先
端
材

料
の
東
レ
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
実
現
度
、
ま
た
実
際
に
抱
か
れ
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
と
の
間
に
は
必
ず
ズ
レ
が
あ
る
。
そ
こ
を
で
き
る

だ
け
理
想
像
に
近
づ
け
て
い
く
た
め
に
は
、I
R
や
宣
伝
な
ど
と

の
連
携
は
欠
か
せ
な
い
。

当
社
の
広
報
は
I
R
、
宣
伝
と
と
も
に
社
長
直
轄
組
織
で
、
同

じ
部
屋
の
隣
同
士
に
席
が
あ
り
、
常
に
互
い
の
情
報
を
共
有
で

き
る
体
制
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、I
R
が
も
つ
株
価
に
関
わ
る
情

報
は
、
当
社
に
対
す
る
財
務
的
評
価
や
評
判
を
も
っ
と
も
端
的

に
映
す
ミ
ラ
ー
で
あ
る
。
宣
伝
が
発
信
す
る
情
報
と
広
報
が
発

信
す
る
情
報
は
、
対
外
的
な
影
響
力
が
い
ず
れ
も
大
き
い
た
め
、

常
に
メッ
セ
ー
ジ
に
一
貫
性
を
も
た
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
加
え

て
、
人
事
と
も
連
携
し
て
い
な
い
と
ス
ム
ー
ズ
な
人
材
採
用
は
実

現
し
な
い
。
ま
た
、
企
業
の
評
判
や
存
在
価
値
は
ネ
ガ
ティ
ブ
な

出
来
事
が
起
こ
る
と
一
瞬
で
失
墜
し
て
し
ま
う
た
め
、グ
ル
ー
プ

挙
げ
て
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス・
危
機
管
理
徹
底
も
重
要
だ
。

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
伝
わ
る
言
葉
で

メ
ー
カ
ー
の
広
報
と
い
う
立
場
に
い
る
と
、
言
葉
の
大
切
さ
を

つ
く
づ
く
感
じ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
員
が
世
界
中
に
分
散
し
て

い
る
状
況
で
は
、ひ
と
つ
の
情
報
を
伝
え
る
に
し
て
も
相
当
の
工

夫
が
必
要
と
な
る
。
注
意
し
て
い
る
の
は
、
言
葉
の
表
現
を
社
員

の
階
層
に
よ
っ
て
変
え
な
い
こ
と
。「
言
い
換
え
る
」こ
と
や
和
製

英
語
を
使
う
こ
と
で
メッ
セ
ー
ジ
や
像
は
ぶ
れ
て
し
ま
い
、
求
心
力

が
弱
ま
る
か
ら
だ
。
表
現
に
関
し
て
は
、
社
員
全
員
が
理
解
で

き
る
平
易
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
経
営
ト
ッ
プ
も
常
に
心
を

配
っ
て
い
る
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
違
っ
た
認
識
を
も
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
が
勝
手
な
東
レ
像
を
外
に
向
け
て
語
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

広
報
に
と
っ
て
大
き
な
リ
ス
ク
だ
。
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
も
同
様

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニュ
ア
ン
ス
を
包
含
し
た
表
現
は
避
け
て
い
る
。

結
局
、
総
合
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
、ひ
い

て
は
企
業
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
に
は
、
本
業
で
い
か
に
成

果
を
上
げ
、
社
会
的
な
存
在
価
値
を
高
め
る
か
、と
い
う
こ
と
に

行
き
着
く
。
成
果
を
上
げ
ら
れ
れ
ば
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら

の
信
頼
感
や
期
待
感
は
高
ま
り
、
企
業
の
価
値
や
ア
イ
デ
ン
ティ

ティ
の
理
解
も
広
が
る
は
ず
だ
。
そ
の
点
で
は
、B
to
B
企
業
で

あ
れ
B
to
C
企
業
で
あ
れ
、
広
報
が
果
た
す
役
割
は
あ
ま
り
変

わ
り
が
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
広
報
担
当
者
は
、
社
会
の

変
化
や
自
社
に
対
す
る
評
価
を
敏
感
に
察
知
し
て
社
内
に
知
ら

し
め
、
よ
り
よ
い
経
営
変
革
の
起
点
と
な
る
べ
く
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

推
進
の
直
接
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

前
田
一
郎

東
レ
株
式
会
社
広
報
室
長

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
の
B
to
B
企
業
の
広
報
マ
イ
ン
ド

まえだ・いちろう
1958年生まれ。81年、東レ
株式会社入社。合成繊維素
材の産業資材分野の営業に
15年携わり、96年に広報室
に異動。98年広報課長に就
任し、99年には新設のIR課
長へ異動。02年から3年間
広報課長を務め04年6月から
現職。
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太
田
　
滋

ビ
ル
コ
ム
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
兼
C
E
O

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
関
係

ネ
ッ
ト
メ
ディ
ア
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
私
が
高
校
生
の
と
き
に
学

ん
だ
老
子
の
こ
の
言
葉
を
よ
り
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
老
子
の
言
葉
は
、
天
の
網
は
目
が
粗
い
よ
う
だ
が
、

悪
い
こ
と
は
漏
ら
さ
ず
捕
ら
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
体
裁
よ
く
繕
っ
て
も
結
局
は
本
当
の
と
こ
ろ
が
わ
か
っ
て
し

ま
う
と
い
う
ネ
ッ
ト
メ
ディ
ア
時
代
の
Ｐ
Ｒ
の
あ
り
方
を
体
現
し

て
い
る
。

私
は
、3
年
前
に
メ
ー
カ
ー
広
報
宣
伝
部
か
ら
P
R
会
社
を

設
立
し
、
現
在
は
P
R
業
に
留
ま
ら
ず
、い
わ
ゆ
る
口
コ
ミ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ディ
ア
も
運
営
し
て
い
る
。
P
R
業
と
ネ
ッ
ト
メ
ディ

ア
を
運
営
し
て
い
て
感
じ
る
の
は
、
数
年
前
に
比
べ
て
企
業
は
よ

り
シ
ビ
ア
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
こ
の
主
要
因

は
、
情
報
を
入
手
す
る
チ
ャ
ネ
ル
が
マ
ス
メ
ディ
ア
以
外
で
広
が
っ

た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

ネ
ッ
ト
メ
ディ
ア
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
多
岐
に
渡
る
。
新
聞
系

の
ニュ
ー
ス
サ
イ
ト
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
出
版
社
や
ネ
ッ
ト
専
業

の
情
報
サ
イ
ト
、
専
門
家
や
一
般
消
費
者
の
ブ
ロ
グ
、
掲
示
板
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
イ
ト
）な
ど
さ
ま
ざ
ま

だ
。
企
業
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
多
様
な
ネ
ッ
ト
メ
ディ
ア
か
ら

情
報
を
収
集
し
、
吟
味
し
な
が
ら
、
自
ら
も
情
報
発
信
者
と
し

て
の
立
場
を
と
る
。

一
方
、
企
業
側
の
視
点
で
情
報
の
流
通
構
造
を
考
え
る
と
、

こ
れ
ほ
ど
複
雑
な
こ
と
は
な
い
。
今
ま
で
の
企
業
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ

活
動
は
、
発
信
す
べ
き
情
報
・
見
解
を
一
元
管
理
し
な
が
ら
ま

と
め
上
げ
、
情
報
解
禁
日
を
設
定
し
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対

し
て
一
斉
開
示
を
行
う
こ
と
が
通
例
だ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
試

行
錯
誤
が
あ
る
に
せ
よ
、
通
例
の
や
り
方
で
一
定
の
Ｐ
Ｒ
活
動

は
成
立
し
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
形
成
の
一
助
と
し
て
機
能
を
果
た

し
て
き
た
。

し
か
し
、
今
日
で
は
多
様
な
ネ
ッ
ト
メ
ディ
ア
が
台
頭
し
て
き

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
側
の
情
報
発
信
手
法
か
ら
発
信
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
ま
で
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
新

商
品
が
発
表
さ
れ
た
日
か
ら
ネ
ッ
ト
メ
ディ
ア
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
憶
測
が
飛
び
交
う
。
商
品
が
発
売
さ
れ
た
当
日
に
は
、
商

品
の
レ
ビ
ュ
ー
や
価
格
情
報
ま
で
が
一
斉
に
駆
け
巡
る
。
企
業

の
不
祥
事
や
事
故
も
瞬
く
間
に
広
が
り
、
よ
い
意
味
で
も
悪
い

意
味
で
も
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
定
着
と
浸
透
に
時
間
が
か
か
る

こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

「
炎
上
」。
一
昔
前
で
あ
れ
ば
、
物
理
的
に
火
が
燃
え
上
が
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
が
、
ネ
ッ
ト
メ
ディ
ア
の
世
界
で「
炎
上
」と

言
う
と
、そ
れ
は
ブ
ロ
グ
の
コ
メ
ン
ト
や
ト
ラ
ッ
ク
バッ
ク
に
批
判
的

な
意
見
が
多
数
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
指
す
。
そ
し
て
、
そ
の

ブ
ロ
グ
は
瞬
く
間
に
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
、
そ
の
事
象
自
体
が

報
道
さ
れ
る
こ
と
で
、
瞬
く
間
に
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
悪
化
し
て

し
ま
う
。

ネ
ッ
ト
メ
ディ
ア
の
台
頭
に
よ
っ
て
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関

係
を
築
く
情
報
伝
達
網
が
変
革
し
て
い
る
。
結
節
点
で
あ
る
メ

ディ
ア
が
変
革
し
て
い
る
の
に
、Ｐ
Ｒ
活
動
が
変
革
し
な
い
は
ず
が

な
い
。
私
達
が
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
っ
て
、
適
正
な
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
形
成
す
る
に
は
、
何
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
原
点
回
帰
だ
と
考
え
て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
活
動
の
原
点
。
そ
れ
は
、
適
正
な
情
報
開
示
に
よ
っ
て

企
業
の
情
報
を
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
国
内
で
Ｐ
Ｒ
の

市
場
が
立
ち
上
が
っ
て
は
や
数
十
年
。
Ｐ
Ｒ
活
動
は
高
度
化
し
、

奇
抜
な
ア
イ
ディ
ア
や
伝
達
技
術
も
発
達
し
て
き
た
。
ま
た
、こ

こ
数
年
で
ブ
ラ
ン
ド
や
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
価
値
の
重
要
性
も
高

ま
っ
て
き
た
。
た
だ
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
Ｐ
Ｒ
テ
ク
ニッ
ク
で
向
上

さ
せ
る
こ
と
は
、
長
期
的
に
み
れ
ば
難
し
い
。
ネ
ッ
ト
メ
ディ
ア
を

は
じ
め
と
し
た
情
報
流
通
の
変
革
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

そ
の
真
意
を
見
抜
い
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
P
R
活
動
に
恣
意
的

な
操
作
性
が
あ
る
こ
と
で
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
低
減
し
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
、
原
点
回
帰
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

適
切
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
、
適
正
な
情
報
を
開
示
す
る
。

Ｐ
Ｒ
の
原
点
回
帰
と
老
子
の「
天
網
恢
恢
疎
に
し
て
漏
ら
さ
ず
」

に
重
な
り
を
見
出
す
の
は
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

おおた・しげる
1976年オーストリア国ウィーン市生まれ。明
星大学情報学部経営情報学科卒。在学中
に先進国首脳会議の学生版「学生サミットin
沖縄」を立ち上げ、実行委員長を務める。株
式会社IMJ入社後、スパイラルスター株式会
社、ソースネクスト株式会社を経て、2003年
10月マーケティングPR会社 ビルコム株式
会社を設立。代表取締役兼CEO就任。マ
ーケティングPR・バズPRというPR業界の
新しい概念を創出している。http://www.bil.jp

「
天て
ん

網も
う

恢か
い

恢か
い

疎そ

に
し
て
漏
ら
さ
ず
」。
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マ
ス
コ
ミ
が
注
目
す
る
企
業
の「
四
象
限
」

企
業
広
報
の
分
析
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
長
く
携
わ
る
な
か
で
、

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
際
に
は
、
重
要
な
側
面
が

三
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
つ
目
は
、「
そ
の
会
社
、
も
し
く
は
事
業
が
、
ど
ん
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
あ
る
の
か
を
把
握
す
る
」と
い
う
こ
と
だ
。
私
は
毎
月
、

企
業
を
取
り
巻
く
マ
ス
コ
ミ
の
情
報
を
、
論
調
も
含
め
て
分
析

し
て
い
る
が
、
報
道
量
の
多
い
企
業
傾
向
を
調
べ
て
い
く
と
、
次

の
四
象
限
に
分
け
ら
れ
る
。
①「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」の
象
限
②「
対

決
」の
象
限
③「
新
興
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
」の
象
限
④「
タ
イ
タ
ニッ
ク
」

の
象
限
、で
あ
る
。

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」に
は
、
文
字
通
り
、
競
合
の
追
随
を
許
さ

な
い
企
業
が
属
す
。
こ
こ
に
分
類
で
き
る
企
業
は
、
報
道
さ
れ

な
い
日
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。「
対
決
」に
属
す
る
の
は
、い
わ
ゆ
る

市
場
で
2
強
、3
強
の
構
図
が
出
来
て
い
る
企
業
、
ま
た
は
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
だ
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
市
場
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
勝

ち
負
け
に
注
目
が
集
ま
り
、
報
道
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
ま
た

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」の
象
限
は
、そ
の
生
い
立
ち
や
企
業
／
事
業
／
商

品
／
ト
ッ
プ
が
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
が
マ
ス
コ
ミ
か
ら
常
に
注
目
さ

れ
る
。「
タ
イ
タ
ニッ
ク
」は
、
名
門
、
大
手
が
不
祥
事
や
リ
ス
ク
に

よ
っ
て
、
急
に
マ
イ
ナ
ス
の
ニュ
ー
ス
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
ポ
ジ
シ
ョ

ン
。
当
然
な
が
ら
、
繰
り
返
し
、
数
多
く
報
道
さ
れ
る
。
こ
の
四

象
限
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
と
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か

わ
ら
ず
、
報
道
量
が
一
挙
に
増
え
る
。「
タ
イ
タ
ニッ
ク
」を
除
き
、

ど
こ
か
の
象
限
に
当
該
企
業
や
事
業
／
商
品
を
当
て
は
め
て
見

せ
て
い
く
と
い
う
の
が
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
一
つ
の
近

道
だ
。

ま
た
、
広
報
戦
略
上
、こ
の
象
限
に
入
る
と
、マ
ス
コ
ミ
の
誘

導
視
点
も
考
慮
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
象
限
に
入
る
と
、マ
ス
コ
ミ

の
注
目
は
、
そ
の
企
業
の
象
限
移
動
に
な
る
。
例
え
ば
、「
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
」の
ト
ッ
プ
企
業
も
事
件
を
起
こ
せ
ば「
タ
イ
タ
ニッ
ク
」

に
移
る
し
、
新
興
勢
力
に
押
さ
れ
れ
ば「
対
決
」象
限
に
移
る
。

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」の
企
業
に
は
、
ほ
か
の
象
限
に
移
ら
な
い
と
い

う
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
が
重
要
に
な
る
。「
新
興
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
」の
象
限
に
属
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
企
業
の
武
器
に

な
る
も
の
を
最
大
限
に
利
用
し
、
王
者
や
2
強
に
か
み
つ
く
情

報
戦
略
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
本
来
の
市
場
構
造
と
は
ま
っ

た
く
別
の
、
例
え
ば
I
T
企
業
が
球
団
を
買
収
す
る
と
い
っ
た

話
題
を
世
間
に
提
供
で
き
る
の
も
、「
新
興
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
」の
強

み
だ
。
一
方
で「
タ
イ
タ
ニッ
ク
」の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
は

難
し
い
。
だ
が
、マ
ス
コ
ミ
の
注
目
や
批
判
を
バ
ネ
に
、
別
の
象
限

に
入
り
直
す
と
こ
ろ
か
ら「
再
生
」「
復
活
」の
シ
ナ
リ
オ
を
描
い

て
い
く
。
こ
の
四
象
限
の
ど
れ
に
も
属
さ
な
い
場
合
は
、
何
か
の

商
品
や
事
業
を
展
開
し
て
こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
、

世
間
の
注
目
が
集
ま
る
よ
う
な
広
報
活
動
を
し
て
報
道
量
を

上
げ
、
理
解
を
促
す
よ
う
な
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
提

案
す
る
。

「
魅
力
的
な
ト
ッ
プ
」率
い
る「
ド
ラ
マ
」を
作
れ

二
つ
目
は
、「
企
業
を
率
い
る
ト
ッ
プ
や
リ
ー
ダ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
像
や
、
リ
ー
ダ
ー
の
立
ち
居
振
る
舞

い
、
言
動
の
影
響
力
は
大
き
い
。
例
え
ば
、
会
見
で
の
発
言
や
ス

ピ
ー
チ
が
い
ま
い
ち
だ
と「
つ
ま
ら
な
そ
う
な
会
社
」と
思
わ
れ

て
し
ま
う
し
、
目
つ
き
や
語
気
が
鋭
く
頼
も
し
け
れ
ば「
何
か
や

っ
て
く
れ
そ
う
」と
期
待
さ
れ
る
。
中
途
採
用
や
人
材
派
遣
が

増
え
る
な
ど
雇
用
の
流
動
化
が
進
む
な
か
で
、「
魅
力
的
な
リ

ー
ダ
ー
が
い
る
」「
優
秀
な
人
材
を
育
て
る
企
業
」と
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

そ
し
て
最
後
が「
ド
ラ
マ
を
作
る
こ
と
」。マ
ス
コ
ミ
の
記
者
は
、

日
々
の
業
務
で
は
単
発
記
事
を
書
い
て
い
る
が
、
実
は
連
続
性

を
求
め
て
い
る
。
新
商
品
の
発
表
会
を
盛
大
に
や
っ
た
の
に
市
場

で
の
雲
行
き
が
怪
し
い
と
か
、
逆
に
、
誰
も
が
危
ぶ
む
よ
う
な
企

業
が
起
死
回
生
の
復
活
劇
を
遂
げ
た
と
か
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
が

よ
く
も
悪
く
も
連
続
し
た
ド
ラ
マ
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
ド
ラ
マ

を
先
導
で
き
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
が
重
要
な
の
だ
。

残
念
な
こ
と
に
、「
中
期
経
営
計
画
」は
立
て
て
も「
中
期
広
報

計
画
」を
立
て
る
企
業
は
少
な
い
。
来
年
、
そ
し
て
3
年
後
、
自

分
の
会
社
が
、
ど
の
象
限
に
属
し
、
ど
ん
な
リ
ー
ダ
ー
が
率
い
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
連
続
し
た
ド
ラ
マ
を
考
え
、マ
ス
コ
ミ
に
情
報

を
提
供
し
て
い
く
。
そ
れ
が
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
す
る

上
で
、
重
要
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

「
連
続
し
た
ド
ラ
マ
」を
仕
掛
け
、
企
業
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

おおにし・まさゆき
1966年生まれ。90年慶應義塾大学経済
学部卒業。同年株式会社博報堂入社。
PR局、関西PR局、コーポレートコミュニケ
ーション局に所属、現在に至る。主なクラ
イアントとして、自動車、総合IT企業、流通、
通信、金融、食品、自治体などを担当。事
業変革期における企業広報、事業広報、ト
ップ広報のコンサルティングを多数手がけ、
企業プレゼンスを高める中長期的な広報シ
ナリオ構築に独自のアプローチを持つ。

大
西
雅
之

株
式
会
社
博
報
堂
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
局
C
C
二
部
C
C
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
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最
近
、
企
業
価
値
を
左
右
す
る
要
素
と
し
て「
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
」が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
の
経
営
課
題
や

広
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
企
業
の

広
報
部
門
、P
R
会
社
、
そ
し
て
メ
ディ
ア
か
ら
ご
出
席
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

ま
ず
、
現
在
の
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
お
話
し
く
だ
さ
い
。

藤
井
　
今
日
い
わ
れ
て
い
る
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
広
報
の
役
割
を
考
え
る
上

で
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
当
社
は
2
0
0
1
年
頃
の
業
績
不

振
を
機
に
経
営
改
革
に
乗
り
出
し
、
そ
の
後
V
字
回
復
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

業
績
回
復
の
過
程
で
広
報
の
立
場
か
ら
社
会
に
対
し
て
情
報
発
信
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
今
は
業
績
だ
け
で
評
価
さ
れ
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
で
、
広
報
の
役
割
を
も
う
一
度
見

つ
め
直
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

橋
爪

11
年
前
、
私
は〝
P
R
会
社
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
〞に
つ
い
て
悩
ん
で
い
た

の
で
す
が
、
そ
の
と
き「
評
判
づ
く
り
の
仕
掛
け
人
」と
い
う
会
社
と
し
て
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。
今
で
い
う
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
。
そ
れ
は
、
顧

客
企
業
が「
社
会
か
ら
誉
め
ら
れ
る
こ
と
」を
発
想
の
基
点
に
置
き
、「
企
業
独

自
の
世
界
観
」を
つ
く
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
外
部
の
P
R
会
社
と
し
て
の
役
割
を
わ
き
ま
え
つ
つ
、
そ
の
概
念

F O R U MF O R U M

座談会

三浦光男氏
読売新聞東京本社編集局次長

橋爪　清氏
ピーアールコンビナート株式会社

代表取締役
「評判づくり研究会」主宰

藤井彰二氏
松下電器産業株式会社

コーポレートコミュニケーション本部
広報グループグループマネージャー

ご 出 席
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
に

企
業
が
す
べ
き
こ
と

広
報
は
企
業
の
見
え
ざ
る
資
産
を
ど
う
高
め
て
い
く
べ
き
か

企
業
を
め
ぐ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
の
変
化
の
な
か
で
、

最
近
は「
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
」が
重
視
さ
れ
、
そ
の
管
理
が
重
要
な
経
営
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
は
何
か
、
多
様
化
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
広
報
の
役
割
は
何
か
。
企
業
の
広
報
部
門
、
P
R
会
社
、
メ
デ
ィ
ア
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

（
司
会
は
、
日
本
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
協
会
・
広
報
出
版
委
員
　
福
田
光
洋
）

幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に「
評
価
」さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
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に
向
け
て
企
業
と
と
も
に
歩
ん
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
浦
　
私
は
取
材
す
る
立
場
か
ら
法
務
や
グ
ル
ー
プ
会
社
管
理
の
セ
ク
シ
ョ
ン

に
移
り
、
そ
し
て
ま
た
取
材
す
る
立
場
に
戻
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
、
新
聞
社
も

社
会
か
ら
厳
し
く
監
視
さ
れ
て
い
る
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
紙
の

経
済
欄
を
見
る
と
、ニュ
ー
ス
の
主
役
は
明
ら
か
に
官
か
ら
民
へ
移
っ
て
お
り
、
そ

の
民
も
地
方
企
業
や
非
上
場
企
業
、
あ
る
い
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
目
立
ち
ま

す
。
新
聞
づ
く
り
も
大
き
な
転
機
に
あ
り
、
皆
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

な
が
ら
紙
面
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
　
と
こ
ろ
で
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、
そ
れ
は
企
業
に
と
っ
て
ど
ん
な

意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
評
価
な
の
か
、

社
会
へ
適
合
し
て
い
る
証
な
の
か
。

藤
井
　
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は「
評
判
」「
評
価
」と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
企

業
と
し
て
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
間
で
評
判
・
評
価
を
上
げ
る
こ
と
に
目
的
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
で
、
大
き
く
い
う

と
、
株
主
か
ら
は
株
価
を
上
げ
て
企
業
価
値
を
上
げ
る
こ
と
が
問
わ
れ
ま
す

し
、
消
費
者
向
け
に
は
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
上
げ
て
商
品
を
買
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
社
員
に
は
企
業
価
値
を
認
識
し
て
も
ら
う

こ
と
で
企
業
に
と
っ
て
の
活
力
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ト
ー
タ
ル
で
考
え
て
レ

ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
は
ど
う

評
価
さ
れ
る
か
が
問
題
で
す
ね
。

三
浦
　
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
分
か
り
や
す
く
い
え
ば
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
や

業
績
そ
の
も
の
、あ
る
い
は
不
祥
事
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
根
本
は「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
か
に
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
る
か
」で
す
。

し
か
し
、
日
本
の
企
業
が
考
え
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
範
囲
は
狭
い
で
す
ね
。

株
主
、
顧
客
、
取
引
先
だ
け
で
な
く
地
域
社
会
、
将
来
の
顧
客
、
こ
れ
か
ら
の

社
員
と
そ
の
家
族
、
行
政
、
海
外
な
ど
、
も
っ
と
広
く
捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
へ
向
け
て
丹
念
に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
向

上
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

橋
爪
　
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。
先
ほ
ど「
誉
め
ら
れ
る
こ
と
」と
言
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
広
義
に
と
ら
え
一
般
市
民
か
ら
も「
ど
う
誉
め
ら

れ
る
か
」と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
誉
め
ら
れ
る
た
め
に
企
業
は
何
を
す
べ
き

か
。
業
績
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
優
れ
た
商
品
開
発
や
営
業
行
為
、
そ
し
て
人

事
政
策
ま
で
含
め
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
対
策
も〝
誉
め
ら
れ
る
た
め
〞の
企
業
施
策
と
考
え
、

そ
う
い
う
風
土
を
つ
く
る
。
こ
れ
へ
向
け
て
真
剣
に
努
力
す
る
企
業
が
増
え
る

こ
と
を
望
み
た
い
で
す
。

―
―
　
そ
う
す
る
と
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
形
成
は
企
業
活
動
そ
の
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
経
営
が
い
か
に
深
く
関
与
で
き
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
ね
。

藤
井
　
当
社
は
松
下
幸
之
助
の
経
営
哲
学
を
遺
伝
子
と
し
て
引
き
継
い
で
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
形
で
伝
え
て
、か
つ
実
践
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
こ

れ
は「
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
」へ
の
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は「
ユ
ビ
キ
タ
ス
時

代
に
貢
献
で
き
る
企
業
」「
地
球
環
境
に
貢
献
で
き
る
企
業
」な
ど
を
企
業
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
へ
向
け
て〝
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
〞を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策

橋爪清（はしづめ・きよし）
1943年山形県生まれ。桑沢デザイン研究所卒。商社、広告代理店、PR会社を経て、ピ
ーアールコンビナート㈱を設立。代表取締役に就任し、現在に至る。96年「評判づくりの
仕掛け人」をスローガンに設定。“市民から誉められること”をテーマに各種PR活動を展
開。PRアワードでグランプリを始め各賞授賞。2002年、会員とブレーンと共にコーポレ
ート・レピュテーションを考える「評判づくり研究会」を主宰。

経
営
理
念
に
基
づ
く
長
期
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
形
成
が
重
要
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が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
単
に
業
績
と
か
商
品
で
は
な
く
、
ど
う
活
動
し
て

い
る
か
で
す
ね
。
そ
れ
が
評
価
さ
れ
る
時
代
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

三
浦
　
経
営
者
が
明
確
な
ポ
リ
シ
ー
を
も
ち
、
そ
れ
を
社
員
全
員
に
伝
え
れ

ば
、
企
業
の
ど
の
部
門
か
ら
で
も
統
一
し
た
明
確
な
情
報
発
信
が
で
き
ま
す
。

経
営
ト
ッ
プ
の
理
念
が
大
事
で
す
ね
。

橋
爪
　
私
は
2
0
0
1
年
か
ら「
評
判
づ
く
り
研
究
会
」と
い
う
会
を
主
宰
し
て

お
り
ま
す
が
、
ブ
レ
ー
ン
は
約
30
人
で
会
員
企
業
は
約
50
社
で
す
。
こ
の
成
熟

し
た
社
会
に
お
け
る
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

議
論
す
る
場
で
、
互
い
に
刺
激
し
合
い
な
が
ら
新
し
い
発
想
と
展
開
方
法
を
求

め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
基
礎
的
な
研
究
は
、こ
れ
か
ら
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
向

上
に
と
っ
て
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

三
浦
　
な
る
ほ
ど
。
私
は
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
小
さ
な
こ
と
で
も
丁

寧
に
継
続
的
に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ

の
広
報
活
動
の
成
果
を
短
期
的
に
求
め
な
い
こ
と
で
す
ね
。
広
報
活
動
は「
狩

猟
型
」で
は
な
く「
農
耕
型
」で
考
え
る
べ
き
で
、
種
を
蒔
い
て
丁
寧
に
育
て
、
そ

の
収
穫
は
2
年
後
、
3
年
後
、
あ
る
い
は
10
年
後
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
そ
う
い
う
地
道
な
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
　
松
下
電
器
産
業
に
は
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
経
営
哲
学
が
あ
り
、
そ
し
て

最
近
で
は
中
村
前
社
長
の「
ス
ー
パ
ー
正
直
会
社
」と
い
う
意
味
の
経
営
哲
学
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
例
の
F
F
式
暖

房
機
へ
の
対
策
が
社
会
で
理
解
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

藤
井

F
F
暖
房
の
件
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
、
社
会
か
ら
の
ご
批
判

を
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
起
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
、
し
っ
か
り
と
情
報
開
示
し
、
取
り
組
み
の
中
味
を
十
分

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
そ
れ
に
つ
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
あ
と
は
皆
様

に
ご
批
評
し
て
い
た
だ
く
だ
け
だ
と
。

三
浦
　
あ
の
迅
速
な
対
応
に
も
増
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
企
業
活
動
が
世
間
一
般

の
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
。
取
材
す
る
側
か
ら
も
、
松
下
電

器
産
業
の
普
段
か
ら
の
情
報
開
示
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
素
直
に
受
け
止
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

橋
爪
　
わ
れ
わ
れ
が
実
施
し
た
長
期
に
わ
た
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ

ン
向
上
の
た
め
の
P
R
展
開
と
し
て
、ロ
ッ
テ
の
例
が
あ
り
ま
す
。
12
年
前
、ロ
ッ

テ
は
菓
子
業
界
ト
ッ
プ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
の
社
会
的
評
価
は
必

ず
し
も
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
の
課
題
に
取
り

組
む
た
め
、
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
を
占
め
る
ガ
ム
に
着
目
し
、「
し
っ
か
り
噛
ん
で
健
康

家
族
」と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
案
を
提
案
し
た
の
で
す
。
こ
れ
に
は
歯
科
医

師
会
や
専
門
家
、N
H
K
の
協
力
を
得
て
展
開
し
、
結
果
的
に「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
調
査
」や「
理
系
女
子
就
職
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
1
位
に
な
る
な
ど
高
い

評
価
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
は
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
高
い
評
価
と
多
く
の

パ
ブ
リ
シ
ティ
効
果
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
で
、
こ
の
よ
う
な
一
つ
の
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
を
長
い
目
で
見
て
興
す
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
企
業
の
一
方
的
な

広
報
活
動
で
は
難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
　
一
方
で
、〝
な
ぜ
今
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
か
〞と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

藤井彰二（ふじい・しょうじ）
1974年松下電器入社。92年から大阪広報に所属、2002年に大阪広報部長。06年より
広報グループマネージャー。

「
社
会
的
存
在
」と
し
て
の
企
業
に
注
が
れ
る
消
費
者
か
ら
の
厳
し
い
目
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ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
P
R
活
動
と
の
関
わ
り
を
ど
う
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

三
浦
　
ま
さ
に
そ
こ
な
の
で
す
が
、
時
代
的
な
背
景
か
ら
い
え
ば
、
企
業
の
不

祥
事
な
ど
が
相
次
い
で
表
面
化
し
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
影
響
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
根
本
的
に
は
、
日
本
の
産
業
社
会
の
成
熟
と

消
費
者
の
成
熟
の
な
か
で
、
企
業
に
対
す
る
社
会
の
評
価
の
目
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
底
流
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら「
企
業
は
社
会
的
存
在

で
あ
る
」と
い
う
こ
と
は
、
も
う
単
な
る
お
題
目
で
は
な
く
、
国
民
の
間
で
し
っ

か
り
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

藤
井
　
消
費
者
が
成
熟
し
て
、
企
業
活
動
に
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の

は
、
国
内
だ
け
で
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
で
も
同
じ
で
す
。
当
社
社
員
の
行
動
基
準
に

し
て
も
、
国
内
だ
け
で
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
視
点
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
お

客
様
か
ら
も
そ
れ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

橋
爪
　
企
業
評
価
に
は
、
経
済
誌
な
ど
に
よ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
評
価
や
ブ
ラ
ン
ド

ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
、
企
業
の
伝
統
と
か
規
模
だ

け
で
は
も
う
通
用
し
ま
せ
ん
ね
。
で
は
何
か
と
い
う
と
、
最
近
は
無
形
資
産
が

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
意
味
づ
け
と
し
て
期
待
で
き
る
の
が
、
世
界

で
通
用
す
る
価
値
基
準
と
し
て
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
企

業
ト
ッ
プ
も
社
内
を
見
直
し
新
し
い
活
力
を
創
ろ
う
と
す
る
と
き
、レ
ピ
ュ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
は
強
い
説
得
力
を
も
ち
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
や
り
や
す
い
の
で

す
。
こ
こ
に
新
し
い
評
価
軸
が
生
ま
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

三
浦
　
数
値
化
で
き
な
い
も
の
は
評
価
が
難
し
い
で
す
ね
。
定
性
的
に
語
っ
て

い
る
だ
け
だ
と
議
論
が
空
回
り
す
る
の
で
、
ど
こ
か
で
定
量
的
に
把
握
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
評
価
基
準
を
つ
く
れ
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
が
評
価
さ
れ

ま
す
ね
。

橋
爪
　
日
本
で
は
、
ま
だ
研
究
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
段
階
で
す
ね
。

―
―
　
大
学
や
メ
ディ
ア
の
研
究
機
関
な
ど
で
そ
の
研
究
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
松
下
電
器
産
業
で
は
企
業
と
し
て
の
評
価
基
準
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

藤
井
　
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
評
価
軸
は
と
い
う
と
、
そ
れ
は
ま
だ
定
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
国
際
的
に
は
、
例
え
ば
米
国
イ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ン
ド
社
が「
企
業
ブ
ラ
ン
ド

価
値
」の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
一
つ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

見
て
い
ま
す
。
当
社
で
の
広
報
活
動
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
記
者
会
見
な
ど
に

つ
い
て
の
新
聞
記
事
が
よ
か
っ
た
か
ど
う
か
を
、
わ
れ
わ
れ
の
基
準
で
4
段
階

に
分
け
て
評
価
付
け
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
外
部
か
ら
客
観
的
に
見
た
基

準
と
同
じ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
見
方
で
違
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

三
浦
　
要
は
、
何
を
重
視
す
る
か
で
す
ね
。

藤
井

「
企
業
イ
メ
ー
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
」は
、
急
激
に
は
上
下
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
ね
。
し
か
し
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
評
価
は
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
一
気

に
急
降
下
す
る
こ
と
も
あ
り
、
企
業
の
存
続
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
何
か
評
価
軸
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

橋
爪
　
以
前
は
、
記
事
量
を
広
告
料
金
換
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
さ
ま

ざ
ま
な
定
性
分
析
に
よ
り
内
容
を
深
く
問
う
時
代
で
す
ね
。
こ
れ
を
時
系
列

的
に
や
っ
て
い
く
こ
と
で
、
企
業
独
自
の
評
価
基
準
が
見
え
て
く
る
も
の
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
―

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
重
視
し
た
場
合
、
広
報
の
役
割
は
相
当
違
っ

て
き
ま
す
か
。

藤
井
　
結
局
、
従
来
の
広
報
活
動
も
含
め
て
、
社
会
と
ど
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
も
っ
と
広
報
の
枠
を
広
げ
て
活
動
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
組
織
的
に
は
広
報
・
企
業
宣
伝
・
社
会
貢
献
活
動
な

ど
を
含
め
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
門
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
社
内
に
は
い
ろ
い
ろ
な
セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
こ
で
扱
う
テ
ー
マ
は
企
業

活
動
そ
の
も
の
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
広
報
部
門
と
し
て
は
、
社
内
の
い
ろ
い

ろ
な
部
門
か
ら
発
信
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
こ
と
も
一
つ
の
役
割
で
す
。
例
え
ば
、
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
社
内
の
論
理
の

ま
ま
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
も
一
つ
の
役
割
で
す
。
社
内
の
論
理

が
社
会
の
論
理
と
誤
差
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
部
門
が
リ
ー
ド
し
な
い
と
、
社
会
か
ら
厳
し
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

三
浦
　
そ
れ
は
取
材
す
る
側
か
ら
も
実
感
を
も
っ
て
分
か
り
ま
す
ね
。
望
ま

し
い
広
報
は
、
社
内
か
ら
も
マ
ス
コ
ミ
か
ら
も
嫌
わ
れ
る
か
、
逆
に
そ
の
真
ん
中

に
い
て
双
方
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。
社
内
の
言
葉
は
社
会
で
は

通
用
し
ま
せ
ん
。
評
価
さ
れ
る
広
報
は
、
両
者
の
間
に
い
て
通
訳
の
役
割
を
果

社
内
の
論
理
が
、
そ
の
ま
ま
社
会
で
通
用
し
な
い
こ
と
の
認
識
を
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た
せ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
外
と
の
パ
イ
プ
が
あ
る
の
で

す
か
ら
、
世
間
の
声
を
吸
い
上
げ
る
の
も
広
報
の
重
要
な
機
能
で
す
。

藤
井
　
そ
れ
は
、
広
報
と
広
聴
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
広
聴
し
た
結
果
は
、
広

報
部
門
だ
け
が
知
っ
て
い
れ
ば
い
い
の
で
は
な
く
、
社
内
に
フィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
内
の
考
え
方
に
し
て
も〝
そ
れ
は
社
会
で
は
、
こ
う

評
価
さ
れ
る
の
だ
〞と
ス
ト
レ
ー
ト
に
言
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
浦
　
大
手
企
業
で
、
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
の
は
案
外
少
な
い
で
す
ね
。
へ
た
に

外
の
ナ
マ
の
声
を
吸
い
上
げ
る
と「
広
報
が
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
な
い
か
ら
、
そ
う

い
う
声
が
出
る
ん
だ
」と
な
る
。

橋
爪
　
そ
れ
は
経
験
あ
り
ま
す
ね
。
大
手
企
業
の
あ
る
不
祥
事
に
関
し
て

〝
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
〞と
相
談
を
受
け
た
と
き
に
、「
外
の
鏡
に
会
社
を
写
し

て
み
ま
し
ょ
う
」と
提
案
し
た
と
こ
ろ「
そ
れ
は
い
い
」と
な
っ
た
。
そ
こ
で
メ
ディ

ア
な
ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
結
果
を
役
員
会
で
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
最
初
は
み

ん
な
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
そ
っ
ぽ
を
む
き
出
し
た
。
外
の
声
は
冷

た
い
で
す
か
ら
ね
。

―
―
　
そ
う
す
る
と
、
広
報
の
役
割
と
し
て
、
社
内
、
特
に
ト
ッ
プ
を
ど
う
説
得

す
る
か
も
大
き
い
課
題
で
す
ね
。

藤
井
　
発
信
に
際
し
て
の
軸
は「
透
明
度
を
高
め
る
」と
か「
情
報
開
示
」に
あ

り
ま
す
が
、
ト
ッ
プ
を
含
め
て
社
内
を
説
得
す
る
場
合
、
端
的
に
は「
説
明
し

な
い
よ
り
、
説
明
し
た
ほ
う
が
い
い
」と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を「
説
明
広
報
」

と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
突
破
し
な
い
と
、
外
部
と
の
情
報
断
絶
と
な
り

ま
す
。
そ
の
際
、マ
ス
コ
ミ
に
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
の
は「
と
に
か
く
聞
い
て
く

だ
さ
い
」と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
す
れ
ば
別
の
見
方
も
し
て
い
た
だ
け
る

か
と
。

三
浦
　
報
道
に
関
し
て
企
業
か
ら
批
判
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
お
互

い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
で
真
意
が
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
ね
。
し
か
し
、メ
ディ
ア
が
意
図
的
に
ネ
ガ
ティ
ブ
な
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
形
成
に

関
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
メ
ディ
ア
自
ら
の
存
立
基
盤
を
崩
す
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
私
は「
新
聞
は
、
企
業
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
写
す
鏡
で
あ
る
」と
言
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
に
は
歪
ん
だ
鏡
も
あ
り
ま
す
が
、

鏡
を
批
判
す
る
前
に
、
ま
ず
鏡
に
映
る
元
の
姿
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
重
要
で

し
ょ
う
。

橋
爪
　
わ
れ
わ
れ
は
、
企
業
と
社
会
の
間
に
入
っ
て
、
企
業
の
評
判
を
上
げ
る

た
め
の
施
策
を
提
案
し
、
実
施
し
て
い
る
の
で
す
が
、
目
の
前
の
短
期
的
な
課

題
に
つ
い
て
は
ト
ッ
プ
を
説
得
し
や
す
い
も
の
の
、
長
期
的
な
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン

課
題
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
こ
で
、
P
R
会
社
と
し
て
の
意
見
だ
け

で
は
な
く
、
専
門
家
な
ど
第
三
者
の
意
見
と
し
て「
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
こ

う
い
う
施
策
が
効
果
的
で
す
」と
伝
え
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
主
張
が
通
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
社
内
と
外
部
の
影
響
力
の
あ
る
専
門
家
や
団
体
と
を
つ
な
ぎ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
構
成
す
る
こ
と
で
、
ト
ッ
プ
へ
の
説
得
力
を
高
め
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。
今
後
P
R
会
社
の
重
要
な
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―

こ
れ
と
と
も
に
、
広
報
組
織
の
あ
り
方
も
課
題
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

三
浦
　
最
近
、
広
報
組
織
は
分
か
り
に
く
い
で
す
ね
。
C
S
R
担
当
や
I
R
担

当
な
ど
細
か
く
分
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
一
つ
の
組
織
の
と
こ
ろ
も
あ

る
。
そ
れ
に
、セ
ク
シ
ョ
ン
名
に
し
て
も
や
た
ら
に
カ
タ
カ
ナ
が
多
い
で
す
ね
。
ま

あ
、
組
織
の
形
態
が
ど
う
で
あ
れ
、
あ
と
は
何
を
や
る
か
で
す
ね
。
そ
れ
が
大

事
で
し
ょ
う
。

藤
井
　
最
終
的
に
は
、
企
業
活
動
そ
の
も
の
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
目
的
が

あ
る
の
で
、
組
織
の
あ
り
方
と
い
う
よ
り
、
組
織
と
し
て
情
報
を
ど
う
共
有
し

発
信
す
る
か
で
す
ね
。
実
際
の
組
織
と
し
て
は
社
内
に
は
い
ろ
い
ろ
な
職
能
が

あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
遂
行
し
、
相
互
に
連
携
し
合
っ
て
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

部
門
は
、
企
業
の
方
向
性（
ビ
ジ
ョ
ン
）を
し
っ
か
り
と
示
し
、
ま
た
広
報
部
門
は

企
業
と
社
会
を
結
ぶ
窓
口
と
し
て
、
社
会
の
視
点
に
立
っ
た
情
報
提
供
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
結
果
と
し
て
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

橋
爪

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、
一
般
的
に
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、エ
ン
プ
ロ
イ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
分
か
れ
て
い
ま
す
ね
。
し
か
し〝
そ
れ
で

い
い
の
か
な
〞と
い
う
疑
問
が
あ
り
、
私
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
を
つ

な
ぐ
も
の
と
し
て「
カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
う
軸
を
考
え
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
企
業
は〝
国
民
の
生
活
文
化
に
ど
う
貢
献
で
き
る
か
〞を
重
視
し

た
い
の
で
す
。
こ
れ
へ
の
努
力
の
結
果
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
還
元
さ
れ
、
企
業
価

普
段
か
ら
リ
ス
ク
管
理
へ
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
が
重
要



値
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
う
し
た
見
方
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

―
―
　
そ
れ
で
は
最
後
に
、こ
れ
か
ら
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
形
成
へ
向
け
て
の
課

題
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

藤
井
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
を
意
識
す
る
と
、
ま
ず
、
経
営
活
動
を
多
く

の
人
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。
そ
の
際
、
グ
ロ
ー

バ
ル
を
意
識
し
て
情
報
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
通
り

の
情
報
提
供
で
は
ダ
メ
で
す
ね
。「
松
下
電
器
産
業
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
い
ろ

い
ろ
な
書
き
込
み
が
な
さ
れ
る
し
、ク
チ
コ
ミ
の
世
界
も
あ
る
。そ
う
し
た
場
で
、

正
し
く
理
解
さ
れ
た
情
報
が
流
れ
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
と

し
て
は
、
正
し
く
理
解
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
し
っ
か
り
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
と
な
り
ま
す
。

三
浦
　
新
聞
社
自
身
も
ネ
ッ
ト
上
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

明
ら
か
に
悪
意
に
満
ち
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
毅
然
と
法
的
に
対
応
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
膨
大
な
情
報
が
あ
り
、
一
つ

ひ
と
つ
に
対
応
し
て
い
く
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
上
で
の
誤
っ
た
情
報

に
振
り
回
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
結
局
、
情
報
発
信
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
丁

寧
に
、
継
続
的
に
続
け
て
い
く
こ
と
に
尽
き
ま
す
ね
。

橋
爪
　
当
社
は「
伊
藤
園〝
お
〜
い
お
茶
〞新
俳
句
大
賞
」の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務

局
を
担
当
し
て
い
る
の
で
す
が
、
俳
句
の
応
募
数
は
年
1
6
0
万
件
に
達
す
る

な
ど
の
注
目
度
が
あ
る
た
め
、
事
務
局
に
は
非
常
に
多
く
の
電
話
が
か
か
っ
て

き
ま
す
し
、
ま
た
、
事
務
局
か
ら
も
応
募
作
品
の
確
認
な
ど
で
電
話
を
か
け
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
応
募
者
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
言
い
、
と
き
に
は
話
が
長

時
間
に
お
よ
び
ま
す
。
そ
の
際
、
事
務
局
員
に
は「
話
を
徹
底
し
て
聞
き
な
さ

い
」と
言
っ
て
い
ま
す
。
聞
く
こ
と
で
相
手
と
良
い
関
係
作
り
が
で
き
る
。
逆
に

マ
ニュ
ア
ル
通
り
に
や
る
と
本
質
が
見
え
て
こ
な
い
。
労
力
は
使
い
ま
す
が
、
聞

く
こ
と
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
、
こ
の
経
験
は
当
社
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

に
な
り
ま
し
た
。

藤
井
　
新
聞
社
や
P
R
会
社
自
身
も
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
な
ぜ
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を
企
業

は
も
っ
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
は
C
S
R
を
考
え
て
社
会
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
た
の
な
ら
、
今
度
は
そ
れ
が〝
ど
う
評
価
さ
れ
る

か
〞で
す
ね
。
そ
の
認
識
に
立
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

三
浦
　
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
上
で
、
企
業
ト
ッ
プ
や
広
報
担
当
者
は

「
3
つ
の
リ
ス
ク
」を
頭
に
入
れ
て
置
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
1
つ
目
は

「
顧
客
リ
ス
ク
」で
、
顧
客
や
取
引
先
に
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
か
で
す
。
2
つ

目
は「
法
務
リ
ス
ク
」で
、
法
的
な
問
題
へ
の
対
応
は
十
分
か
で
す
。
3
つ
目
は

「
マ
ス
コ
ミ
リ
ス
ク
」で
、
隠
す
こ
と
な
く
す
べ
て
を
迅
速
に
正
直
に
説
明
し
て

い
る
か
ど
う
か
で
す
。こ
の
3
つ
を〝
三
位
一
体
〞で
考
え
ら
れ
る
体
制
を
整
え
、

そ
し
て
リ
ス
ク
発
生
の
際
に
適
切
に
行
動
で
き
る
訓
練
を
し
て
お
く
。
そ
う

す
れ
ば
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
影
響
は
か
な
り
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
逆

に
、
そ
の
管
理
が
悪
い
と
最
悪
の
結
果
に
な
る
。
普
段
か
ら
リ
ス
ク
管
理
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

―
―

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
と
同
時
に

ト
ッ
プ
の
姿
勢
、
広
報
部
門
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
示
唆
に
富
む
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
本
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
地
道
に
、
継
続
的
に
実

施
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

13

三浦光男（みうら・みつお）
1952年札幌市生まれ。75年慶應義塾大学経済学部卒業。読売新聞社（現・読売新聞東
京本社）入社。地方部記者、経済部記者を経て87年～90年ワシントン特派員、90年～
2000年経済部記者・総括次長。00年7月法務室長兼社長室幹事、02年7月グループ政
策部長、05年2月編集局経済部長、06年6月より編集局次長。01年～02年に慶應義塾
大学非常勤講師を、04年～05年にプランタン銀座非常勤取締役も務めた。
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SEMINARSEMINAR

誌上講座

“レピュテーション”の
今日的定義とは
いま求められる広報の役割を考える

企業の経営に影響を及ぼす要素としてレピュテーションを挙げて語られることは少なくない。しかし、そもそもレピ

ュテーションとは何なのだろうか。ここでは、基本的な言葉の意味から、レピュテーション向上のため広報のあるべ

き姿などについて、電通 IMCプランニング・センター　PRプランニング部プランニング・ディレクター 兼坂 京子

氏に解説していただいた。

兼坂京子株式会社電通 IMCプランニング・センター
PRプランニング部プランニング・ディレクター

まず、レピュテーションのような無形

資産の定義においては、語る人によ

ってさまざまなアプローチの仕方があり、唯一

の正解などが無いことをあらかじめご理解い

ただきたいと思います。

レピュテーションという言葉は、日本語とし

ては「評判」と訳すのが最も適当だと考えて

います。英語のreputationには、「評判」の他

に、「名声・好評・信望・世評・うわさ」などの

和訳があります。

では、コーポレート・レピュテーションとは何

かといえば、「ある企業に関してステークホル

ダーが抱く評価により形成されるもの」、「企

業との直接的・間接的な接触を通して形成さ

れるもの」です。特徴的なのは、「ステークホ

ルダーの間で共有され、広く社会へ流通して

いくもの」だということ。また、「マスコミの報

道論調、オピニオン・NPOなどによる評価や

口コミに大きく影響されるもの」「外的要因に

左右されるもの」でもあります。

Q “レピュテーション”とは
一体何ですか。

まず時代背景をみていきましょう。

一つは、「企業不祥事の頻発とそれに比例するように消費者やマ

スコミの目が厳しくなっていること」が挙げられます。法令遵守や企業倫理の

徹底を訴える社会からの声は高まる一方です。次に、「企業評価の新しい視

点の出現」。高度成長期の企業は、製品サービスや経済価値の追求に軸足

を置いていればよかったのですが、現在はそれだけではなく、社会的責任や

環境への配慮なども企業を評価する際の新しい視点になっています。

そして「個人の情報発信力の強まりやネットコミュニティの形成」。いまや

インターネット上には、掲示板やブログの活性化によって多数のコミュニテ

ィが形成され、コミュニケーションも変容してきています。これまでなら翌朝

の新聞の見出しを見てからコミュニケーションが始まっていたような話題も、

ネット上ですぐに議論が広がるうえ、情報は国内だけではなく、瞬時に世界

中に伝わっていく。これは経営者としてももはや無視できない動きです。

それから「経営のオープン化に対する社会の要求の高まり」。かつての広

報には、マスコミ対応において、企業のネガティブな情報はなるべく開示し

ないという面もありましたが、社会が成熟してきた現在では、仮にネガティブ

な情報であっても、できるだけ開示しようとする姿勢そのものが、逆に評価

されるようになりました。

こうした背景を踏まえると、単に顧客や株主だけではなく、さまざまなステ

ークホルダーからのより好意的なレピュテーションを獲得することは企業に

とっての重要な経営課題の一つであることは明らかです。レピュテーション

形成が成功すれば、人材や資金の調達がスムーズになるほか、従業員のモ

チベーションアップや生産性向上にもつながります。

一方で、生活者の企業評価の視点が広がってきていることも留意すべき

点。生活者とひとくちに言っても、“商品を購入する消費者としてだけでは

なく、ビジネスパーソン、個人投資家、地域住民、市民活動家…”と多面的

な顔をもっています。それだけ多様な企業価値判断がなされているといえ

ます。

Q なぜいまレピュテーションが重要なのでしょうか。

AA
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兼坂京子（かねさか・きょうこ）
株式会社電通IMCプランニング・センター
PRプランニング部 プランニング・ディレ
クター。食品、飲料、通信、金融などの多
様な業種のPR・CIなどのCC作業に従
事。CCコンサルティング局、ブランドクリ
エーションセンターなどを経て現職。日本
広報学会会員。

少し時代を遡ると、80年代はCI全盛期、90年代に

入ると日本でコーポレート・コミュニケーションという概

念が普及。2000年頃には、企業ブランドなどの無形資産を金

額換算する考え方が提唱されはじめました。そして2003年は

「CSR元年」と言われ、レピュテーションや経営広報の重要性が

増してきました。ちなみに「CSR」で記事検索をしてみると、

2002年は17件、2003年は126件と急増。ビジネス誌でも

2004年頃から「CSRランキング」「尊敬される会社ランキング」

などの特集が組まれるようになりました。雑誌がこうした評価軸

を取り上げるということは、それだけ読者の社会的責任への関

心が高まったことの表れです。昔は「隠徳」などといってCSRの

活動について情報を発信しないことが美徳とされていました。し

かし尊敬や信頼などの要素はレピュテーション形成にとって非

常に重要なので、近年、企業が積極的に情報を発信するように

なったことはとても有意義なことです。

Q レピュテーションとCSRは
どのような関係にありますか。

ポジティブなものからネガティブなものまで、企業

に対するステークホルダーのさまざまな要望・期待や

社会の変化を感じ取り、それらを社員全員で共有すべきです。

共有した情報は各自のモチベーションアップにつなげ、事業

を成功させれば、また社会から評価を受ける。そして信頼や

忠誠心や誇りが増大していく、というサイクルを作ることがで

きれば、たとえリスクに直面しても社員一丸となって乗り越

えられるはずです。

Q
レピュテーション形成と
社内コミュニケーションはどのように
関係していますか。

チャールズ・ J ・フォンブラン氏の著書

「FAME&FORTUNE」を参考にすると、右の5つが

挙げられます。コミュニケーションによってレピュテーショ

ンを高めていこうとする場合、嘘やイメージで固めず、事実

に基づいて話すことが重要。話にどれだけ独自性があり、

顕示性のあるものになりうるかという部分を、戦略的にプ

ランニングしていくことが広報には求められます。

そして広報担当者が常に心がけておくべきなのは、社会

の変化をいち早く感じ取る感性をもつこと。本来なら、経

営者が最も敏感に世の中の変化を感じ取る人のはずです

が、ともすれば社内の論理だけで物事を進めてしまうことも

ありえます。経営者のブレーンとなるべく広報は、意思決

定に必要な材料を用意して、社会の状況を正しく伝える使

命があります。

現状は、広報がこのような役割を担っている企業はまだ

少数で、ここで述べたことは理想論かもしれません。しかし

志としては、このようなことを心にもつべき時代であること

は確かだと思います。

Q レピュテーションの向上に必要なこと、
広報に求められることはなんですか。

レピュテーションを高めるコミュニケーション5原則

1独自性　Distinctive
その企業らしさが明確で、個性が感じられること
・特徴的な企業ストーリーを語る

・経営者のパーソナリティを示す

・独自のブランド、シンボル、ステートメントなどの活用

・個性的なクリエイティブ表現を行う

2顕示性　Visible
目に見えるかたちで、積極的にアピールすること
・目に見える商品やサービス、活動を通してアピールする

・わかりやすい表現を使う

・効果的なメディアを選定する

3透明性　Transparent
包み隠さず、積極的に情報開示をすること
・商品や財務にとどまらない幅広い企業情報を伝える

・情報量を確保する

・情報開示に積極的である姿勢をアピールする

4真実性　Authentic
正直に語ること
・企業の発言と行動を一致させる

・事実としての活動や、人を素材に語る

・創業当時から引き継がれる信念を示す

・社会的なテーマに対応する姿勢を示す

5一貫性　Consistent
統一性、継続性をもつこと
・全社や全グループで統一したアイデンティティや理念をもつ

・会社としての主張を単発のキャンペーンで終わらせずに継続する

A

A

A
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│
│
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
た
め
の
手
段
と
は
？

近
年
続
い
た
企
業
不
祥
事
が
引
き
金
と
な
り
、
企
業
を
み
る
社
会
の
目
は
非
常

に
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
一
つ
の
事
件
が
企
業
そ
の
も
の
の
存
在
を
左
右
す
る
な
ど
、

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
は
企
業
経
営
に
と
っ
て
重
要
で
す
。
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
上
げ

る
だ
け
の
ブ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル
の
話
で
は
、
も
は
や
社
会
の
動
き
に
は
対
応
で
き
ず
、
従

業
員
、
地
域
社
会
、
株
主
、
そ
し
て
一
般
市
民
ま
で
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
と

ら
え
、
そ
の
全
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
期
待
に
、い
か
に
応
え
ら
れ
る
か
が
カ
ギ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

た
だ
、
企
業
は
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
た
め
に
何
を
す
る
か
と
い
っ
た
視
点
に

加
え
て
、
企
業
組
織
に
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
及
ぼ
す
状
況
に
陥
っ
た
時
で
も
最
小
限
に

ダ
メ
ー
ジ
を
食
い
止
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、レ
ピ
ュ
テ
ー

シ
ョ
ン
管
理
を
す
る
必
要
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
有
事
に
危
機
管
理
対
策
を

即
座
に
行
う
た
め
に
は
、
常
に
準
備
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
肝
心
な
の
で
す
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
・エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
で
は
国
内
外
で
そ
の
対
策
が
な
さ
れ
、メ
ディ
カ
ル

カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
2
0
0
2
年
か
ら
、
製
品
不
具
合
や
不
祥
事
、
健
康
被
害
な
ど
の
発

生
に
際
し
て
、
危
機
管
理
チ
ー
ム（C

risis
M
anagem

ent
Team

）で
即
座
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
を
活
動
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

│
│
1
9
8
2
、86
年
に
は
全
米
を
震
撼
さ
せ
た
タ
イ
レ
ノ
ー
ル
事
件
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
際
の
危
機
管
理
は
？

ジ
ョ
ン
ソ
ン
・エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
で
は「
我
が
信
条（O

ur
C
redo

）」と
い
う
社
是
の

下
で
全
社
員
が
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に
い
え
ば
、
企
業
は
ま
ず
第

一
に
顧
客
、
次
に
社
員
、
さ
ら
に
地
域
社
会
、
そ
し
て
最
後
に
株
主
に
対
し
て
責
任

GLOBAL VIEWGLOBAL VIEW

海外事例

高
い
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の

「
我
が
信
条
」と
は

独
自
の「
分
権
経
営
」と「
現
地
主
義
」を
全
世
界
に
展
開
し
、
子
会
社
は
2
3
0
を
数
え
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
株
式
会
社
。

80
年
代
に
全
米
で
社
会
問
題
と
な
っ
た
タ
イ
レ
ノ
ー
ル
事
件
で
も
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
現
在
も
そ
の
地
位
を
全
世
界
に
知
ら
し
め
て
い
る
。

社
是「
我
が
信
条
」の
も
と
、
い
か
に
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
る
の
か
。
同
社
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
広
報
部
リ
ー
ダ
ー
の
伊
東
直
哉
氏
に
伺
っ
た
。
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を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
内
容
で
す
。
当
然
の
よ
う
な
内
容
で
す
が
、
そ

の
信
条
を
徹
底
し
て
全
社
員
へ
啓
蒙
し
、
ひ
い
て
は
社
外
へ
も
認
知
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

会
社
の
ス
タ
イ
ル
は
、
特
徴
的
な「
分
権
経
営
」と「
現
地
主
義
」で
市
場
を
確
立
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
で
約
2
3
0
の
グ
ル
ー
プ
会
社
が
独
自
の
経
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。
一
見
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
が
ち
に
思
え
ま
す
が
、
会
社
の
根
幹
に
あ
り
、

グ
ル
ー
プ
全
体
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
い
る
の
が
、
そ
の「
我
が
信
条
」な
の
で
す
。

タ
イ
レ
ノ
ー
ル
事
件
は
、
悪
意
あ
る
外
部
の
第
三
者
に
よ
っ
て
解
熱
鎮
痛
薬「
タ
イ
レ

ノ
ー
ル
」に
、シ
ア
ン
化
合
物
が
混
入
さ
れ
、
使
用
し
た
7
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
痛

ま
し
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
と
き
も
、
直
ち
に
全
製
品
の
回
収
と
マ
ス
コ
ミ
へ
の
積
極
的

な
情
報
公
開
を
行
い
、
事
件
後
も
異
物
混
入
を
防
ぐ
革
新
的
な
パッ
ケ
ー
ジ
を
開
発

す
る
な
ど
、「
我
が
信
条
」の
第
一
に
あ
る
顧
客
へ
の
責
任
を
徹
底
し
ま
し
た
。
こ
の
迅

速
か
つ
的
確
な
情
報
開
示
と
そ
の
透
明
性
お
よ
び
製
品
回
収
作
業
の
徹
底
は
、
今

で
も
危
機
管
理
の
成
功
例
と
し
て
高
く
評
価
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

│
│
「
我
が
信
条
」を
社
内
へ
浸
透
さ
せ
る
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

国
内
の
例
と
い
た
し
ま
し
て
、メ
ディ
カ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
に
は「
ク
レ
ド
ー
・
オ
フィ
ス
」

と
い
う
組
織
が
あ
り
、「
我
が
信
条
」の

社
員
へ
の
周
知
徹
底
と
そ
れ
に
基
づ
く

ビ
ジ
ネ
ス
上
の
意
思
決
定
の
促
進
と
い

う
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
セ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
る
企
業
は
珍
し

い
と
は
思
う
の
で
す
が
、
彼
ら
を
中
心

と
し
た
活
動
が
結
果
的
に
、「
我
が
信

条
」を
社
内
外
に
広
め
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
維
持
・
向
上
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

「
我
が
信
条
」は
全
世
界
の
グ
ル
ー
プ
を

ま
と
め
る
た
め
の
柱
で
す
。
ジ
ョ
ン
ソ

ン
・エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
入
社
し
た
時

点
か
ら
、
社
員
は
そ
の
信
条
を
守
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
入
社
時
の
研
修
は
も
と
よ
り
、
毎
年
、
全
世
界
の
社
員

を
対
象
に
、
き
ち
ん
と「
我
が
信
条
」に
基
づ
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を
実
行
し
て
い
る

か
、
匿
名
に
よ
る
調
査（C

redo
Survey

）を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
我
が
信

条
」が
グ
ル
ー
プ
を
一
つ
に
ま
と
め
る
礎
と
な
り
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
た
め
に
は

必
要
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
も
、
徹
底
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
内
に
中
途

採
用
者
も
多
い
の
で
、
前
職
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
離
れ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

の
信
条
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も
ね
ら
い
で
す
。

例
え
ば
、「
我
が
信
条
」第
三
の
責
任
と
し
て
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
言
及
さ
れ

て
い
ま
す
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
で
は
国
内
外
に
社
会
貢
献
委
員
会（
J

&
JC

ontribution
C
om
m
ittee

）が
2
0
0
1
年
か
ら
組
織
さ
れ
、
国
内
の
グ
ル
ー

プ
企
業
か
ら
参
加
し
た
社
員
ボ
ラ
ン
ティ
ア
が
中
心
と
な
り
、
有
益
な
社
会
事
業
や

福
祉
に
貢
献
す
る
た
め
の
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
社
員
の
積
極
的
な
社

会
貢
献
を
促
す
た
め
、
社
員
が
ボ
ラ
ン
ティ
ア
と
し
て
活
動
を
し
て
い
る
団
体
や
、
日

頃
か
ら
関
心
を
も
っ
て
い
る
非
営
利
団
体
な
ど
へ
の
寄
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

重
大
な
自
然
災
害
な
ど
が
起
き
た
と
き
に
は
、
国
境
を
越
え
、
国
際
的
に
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
緊
急
災
害
支
援
態
勢
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

│
│
今
後
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
向
上
す
る
た
め
の
展
開
や
課
題
は
？

ハ
リ
ス
・
イ
ン
タ
ラ
ク
ティ
ブ
社（
米
国
大
手
調
査
会
社
）に
よ
る
米
企
業
好
感
度
調

査
の
結
果
に
よ
る
と
、
米
国
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
7
年
連
続
で
1
位
を

保
持
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
6
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー「
好
感
度
」「
業
績
」「
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
」

「
社
会
貢
献
度
」「
ビ
ジ
ョ
ン
＆
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
職
場
環
境
」に
お
け
る
調
査
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
に
も
外
部
機
関
か
ら
優
良
企
業
と
し
て
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
成
果
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指
標
と
な
り
、
日

本
を
ふ
く
め
全
世
界
の
支
社
が
追
従
す
る
べ
く
努
力
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
米
国
の

レ
ベ
ル
を
日
本
で
実
現
す
る
べ
く
模
索
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、こ
れ
ら
を
さ
ら
に
経

営
へ
と
反
映
さ
せ
て
い
く
に
は
、い
く
つ
か
の
段
階
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
日
本
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン

ソ
ン
が
ベ
ビ
ー
オ
イ
ル
や
バ
ン
ド
エ
イ
ド
と
い
っ
た
一
般
消
費
者
向
け
製
品
だ
け
で
は

な
く
、
医
療
機
器
、
医
療
用
医
薬
品
な
ど
を
幅
広
く
展
開
す
る
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
カ

ン
パ
ニ
ー
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
人
々
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
多

様
な
製
品
を
通
じ
て
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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―
―
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
も
ち
で

す
か
？

新
聞
記
者
が
、取
材
時
に
企
業
の
評
判
を
特
別
意
識
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

基
本
的
に
、
評
判
は
取
材
の
後
段
階
、つ
ま
り
記
事
を
読
ん
だ
読
者
が
醸
成
し
て

い
く
も
の
で
す
。

ま
た
、
厳
し
い
こ
と
を
言
う
よ
う
で
す
が
、
企
業
は
評
判
を
気
に
す
る
前
に
、

き
ち
ん
と
自
社
の
P
R
が
で
き
て
い
る
か
を
今
一
度
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
P

R
は
経
営
者
の
マ
イ
ン
ド
で
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
認
識
不
足

だ
と
思
い
ま
す
ね
。

―
―
P
R
が
機
能
し
て
い
な
い
と
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
向
上
し
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

当
然
で
す
。
頭
で
は
分
か
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
…
、
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
P
R
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
社
内
の
体
制
を
整
備
し
、
経
営
マ
タ
ー
と

し
て
広
報
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
広
報
は〝
金
を
稼
ぐ
〞
部
署
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
企
業
の
経
営
戦
略
上
、
重
要
な
セ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
い
う
認
識

が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
の
話
で
す
が
、
商
品
ブ
ラ
ン
ド
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
が
、
企
業
の
実
体
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
時

に
は
、
そ
れ
で
問
題
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ク
ラ
イ
シ
ス
発
生
時
に
失
態
を

呈
し
て
し
ま
っ
た
。

記
者
仲
間
に
聞
く
と
、
そ
れ
ま
で
だ
れ
も
そ
の
会
社
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
ん
で
す
。
広
報
が
機
能
し
て
お
ら
ず
、マ
ス
コ
ミ
と
の
接
点
が
な
い
か
ら
、
緊
急

時
に
ど
う
い
う
対
応
を
す
べ
き
な
の
か
が
分
か
な
か
っ
た
。
も
っ
と
言
え
ば
、
社

会
と
の
ズ
レ
を
正
す
た
め
の
機
会
を
自
ら
逸
し
、
厳
し
い
結
果
を
招
い
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

―
―
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
に
お
け
る
昨
今
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

ま
ず
、ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
リ
ス
ク
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
日
の
企
業
活
動
に

お
い
て
、
部
門
ご
と
に
外
注
先
が
存
在
す
る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題

は
、
委
託
業
務
の
管
理
ま
で
丸
投
げ
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

委
託
先
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
リ
ス
ク
が
ど
こ
に
潜
ん
で
い
る
の
か
。

自
社
の
管
理
基
準
に
そ
っ
て
正
確
に
認
識
し
て
い
な
い
と
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
、

責
任
の
所
在
が
は
っ
き
り
せ
ず
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ
る
要
因
と
な
り
ま
す
。

WATCHINGWATCHING

見聞

企
業
は
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

管
理
で
き
て
い
る
か
？

メ
デ
ィ
ア
か
ら
見
た〝
企
業
の
評
判
〞

企
業
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
間
で
情
報
の
橋
渡
し
を
す
る
新
聞
社
。
企
業
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
る
上
で
、
そ
の
存
在
は
非
常
に
大
き
い
。

長
年
の
取
材
経
験
を
も
つ
日
刊
工
業
新
聞
社
の
柏
木
慶
永
氏
に
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
企
業
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
っ
た
。

柏
木
慶
永

日
刊
工
業
新
聞
社
執
行
役
員
論
説
委
員
長
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ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
問
題
は
、

ど
の
企
業
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。
特
に
メ
ー
カ
ー
企
業
は
、
日
頃
か
ら

「
起
こ
る
わ
け
が
な
い
こ
と
」を
想
定
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
事
故
が
不
幸
に

し
て
起
こ
っ
た
と
き
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
経
営
ト
ッ
プ
と
広
報
は「
完
ぺ
き
は

な
い
」こ
と
を
意
識
し
て
、
現
場
の
情
報
を
吸
い
上
げ
る
努
力
を
怠
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

M
&
A
も
今
日
的
な
リ
ス
ク
の
一
つ
で
す
。
成
功
す
る
か
否
か
は
感
情
的
な
要

素
も
大
き
く
、「
敵
対
的
」と
み
な
さ
れ
た
瞬
間
か
ら
反
発
を
買
い
、
失
敗
し
て
し

ま
う
。
こ
れ
は
、
裏
を
返
せ
ば
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
い
い
企
業
ほ
ど
、
買
収
さ
れ

に
く
い
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
一
方
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
悪
い
企
業
は
、
友

好
的
な
M
&
A
の
場
合
に
買
収
し
て
も
ら
え
な
く
な
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

―
―
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
上
で
、
必
要
な
視
点
と
は
？

中
長
期
的
な
視
点
で
す
。
C
S
R
と
聞
く
と
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
本
来
は
社
会
に
貢
献
で
き
て
い
る
か
と
い

う
考
え
方
が
重
要
で
す
。
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
す
る
た
め
に
は
、
自
分

た
ち
の
会
社
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に
上
げ
る
の
か
、
長
い
目
で
見
る
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

私
が
注
目
し
て
い
る
企
業
の
一
つ
に
、
シ
チ
ズ
ン
時
計
が
あ
り
ま
す
。
同
社
は

来
年
か
ら
純
粋
持
株
会
社
体
制
へ
と
移
行
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
伴
い
広
報
室

を
広
報
部
へ
と
格
上
げ
し
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
今
後
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
情

報
を
ど
れ
だ
け
一
元
的
に
把
握
で
き
る
か
が
、
持
株
会
社
に
と
っ
て
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
と
い
う
、
経
営
ト
ッ
プ
の
認
識
が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

実
際
、
同
社
の
梅
原
誠
社
長
は
広
報
マ
イ
ン
ド
が
溢
れ
る
人
物
で
す
し
、
毎
年

7
月
に
開
か
れ
る
記
者
懇
親
会
に
は
、
現
役
だ
け
で
な
く
O
B
ま
で
招
か
れ
、
大

勢
の
記
者
が
駆
け
つ
け
ま
す
。
関
係
会
社
の
ト
ッ
プ
を
含
め
シ
チ
ズ
ン
グ
ル
ー
プ
の

現
状
や
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

I
R
や
法
的
な
問
題
、マ
ー
ケ
ッ
ト
、
企
業
の
組
織
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
経
営
課
題
に
対
す
る
企
業
の
姿
勢
を
、
最
も
効
果

的
に
伝
え
ら
れ
る
の
は
経
営
ト
ッ
プ
だ
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
が
一

生
懸
命
に
語
る
姿
は
、
見
る
も
の
の
心
を
打
ち
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
ト
ッ
プ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
メ
ディ
ア
と
の
付
き
合
い
の
深
さ
が
、
企
業
の
レ
ピ
ュ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
左
右
す
る
大
き
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
自
社
の
社
員
か
ら
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
で
は
？

社
員
は
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
す
か
ら
、
自
社
の
存
在
意
義
や
ブ
ラ
ン

ド
を
内
部
で
し
っ
か
り
と
議
論
し
、
社
員
全
員
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

た
だ
、
そ
れ
が
単
な
る
お
題
目
に
な
っ
て
い
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大
事

な
の
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
目
線
で
語
る
こ
と
。
子
供
と
話
す
と
き
に
大
人
が

し
ゃ
が
ん
で
話
を
す
る
よ
う
に
、
相
手
の
目
線
に
立
つ
こ
と
が
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
築
く
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
記
者
相
手
で
も
同
じ

で
し
ょ
う
。
経
営
者
の
な
か
に
は
、
記
者
が〝
惚
れ
る
〞
経
営
者
が
い
ま
す
が
、
総

じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
が
非
常
に
う
ま
く
、
記
者
目
線
で
語
る
こ
と

が
で
き
る
人
た
ち
で
す
ね
。

ま
た
、
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
だ
け
が
広
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
社
内
の
情
報
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
も
広
報
の

大
事
な
仕
事
で
す
。

―
―
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
に
お
け
る
広
報
の
役
割
に
つ
い
て
、
最
後
に
ひ
と
言

お
願
い
し
ま
す
。

広
報
の
効
果
測
定
は
難
し
い
も
の
で
す
。
た
だ
、
宣
伝
に
は
莫
大
な
費
用
が
か

か
り
ま
す
が
、
P
R
は
タ
ダ
で
で
き
て
し
ま
う
。
し
か
も
、
メ
ディ
ア
に
載
っ
た
と

き
の
バ
リ
ュ
ー
は
圧
倒
的
に
P
R
が
高
く
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
影
響
力
も
大

き
い
。
経
営
者
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
、
広
報
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
の
は
経
営
ト
ッ
プ
そ
の
人
の
姿
勢
に
ほ
か
な

ら
な
い
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

かしわぎ・よしなが
1946年長野県生まれ。69年日本大
学法学部新聞学科卒業、同年日刊
工業新聞社入社。自動車、通信・コ
ンピュータ、金融・保険、鉄鋼の各
業界および郵政省・電電公社、通産
省を取材。金融担当デスク、自動車
担当デスクを経て、97年より編集局
科学技術部長、第1産業部長、第2
産業部長を務める。2001年に電子
メディア局長、執行役員総合事業局
長、同業務局長。05年より現職。
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今
年
で
誕
生
１
２
０
周
年
を
迎
え
た
コ
カ
・
コ
ー
ラ
。
世

界
２
０
０
以
上
の
国
や
地
域
で
親
し
ま
れ
て
い
る
、
地
球
上

で
も
っ
と
も
有
名
な
飲
み
物
の
一
つ
だ
。
こ
の
モ
ン
ス
タ
ー
・

ブ
ラ
ン
ド
の
主
力
製
品
の
ほ
か
、
同
社
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、ア
ク

エ
リ
ア
ス
、
爽
健
美
茶
な
ど
日
本
市
場
向
け
に
開
発
さ
れ
、

定
着
し
て
い
る
製
品
も
多
い
。

「
こ
れ
ま
で
は
製
品
ご
と
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
は
企
業
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ

も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
」。
自
社
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の

新
展
開
を
語
る
の
は
、
日
本
コ
カ
・コ
ー
ラ
株
式
会
社
コ
ー
ポ
レ

イ
ト
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
＆
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
本
部
長
を
務
め

る
松
鷹
恵
市
副
社
長
だ
。

同
社
が
企
業
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
に
注
力
し
は
じ
め
た
理
由
は

二
つ
あ
る
。

一
つ
は
企
業
の
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
以
前
に
増
し

て
重
要
な
意
味
を
も
つ
社
会
的
な
状
況
だ
。
信
頼
さ
れ
る
企

業
と
な
る
た
め
に
は
、
企
業
活
動
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、ビ
ジ

ョ
ン
や
方
向
性
を
消
費
者
と
共
有
す
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

肝
要
。「
こ
れ
こ
そ
、
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
企

業
ブ
ラ
ン
ド
が
社
会
に
理
解
さ
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と

が
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」と
松
鷹
副

社
長
は
話
す
。

も
う
一
つ
は
、コ
カ
・コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
企
業
体

の
一
体
感
と
統
一
感
を
醸
成
す
る
た
め
に
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
と
そ
の
浸
透
が
急
務
だ
っ
た
こ
と
だ
。

従
来
の
企
業
体
は
、
清
涼
飲
料
の
企
画
・
開
発
・マ
ー
ケ
ティ

ン
グ
と
原
液
の
製
造
・
供
給
を
担
当
す
る
日
本
コ
カ
・コ
ー
ラ

と
、
全
国
各
地
で
製
品
の
製
造
・
販
売
を
行
う
ボ
ト
ラ
ー
社

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
の
10
年
ほ
ど
の
間
に

機
能
統
合
が
進
み
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

製
品
ブ
ラ
ン
ド
中
心
か
ら

企
業
ブ
ラ
ン
ド
構
築
へ

「
人
と
人
を
う
る
お
すC
o
ca-C

o
la

」を
目
標
に
掲
げ
、
企
業
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
に
取
り
組
む
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
株
式
会
社
。

自
ら
の
企
業
活
動
へ
の
意
見
を
消
費
者
か
ら
集
め
、

今
年
１
月
、
そ
の
声
に
対
す
る
答
え
を
集
約
し
た「
10
の
約
束
」を
発
表
し
た
。

今
後
は
、
従
来
か
ら
の
社
会
貢
献
活
動
と
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
さ
せ
な
が
ら
こ
れ
ら
の
約
束
を
実
行
し
て
い
く
と
同
時
に
、

社
員
の
意
識
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
社
会
か
ら
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
醸
成
に
つ
な
げ
て
い
く
方
針
だ
。

消
費
者
と
の
双
方
向
の〝
約
束
〞を

実
行
に
移
し
て
評
価
に
つ
な
げ
る

良
好
な
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
獲
得
の
た
め
の

広
報
事
例

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
変
化
し
、
企
業
に
向
け
ら
れ
る
目
も
複
雑
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
相
互
理
解
を
深
め
、

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
経
営
課
題
の
一
つ
だ
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
良
好
な
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
本
業
で
の
成
果
が
欠
か
せ
な
い
。

そ
の
う
え
で
、
独
自
性
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
践
し
、
社
会
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
企
業
を
紹
介
す
る
。

CASE STUDYCASE STUDY

事　例

日本コカ・コーラ株式会社

「10の約束」が記された『こころざし手帳』。全社員
に配布され内容の理解・浸透を図っている。
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ト
ア
へ
の
営
業
を
専
門
と
す
る
コ
カ
・コ
ー
ラ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
ル

ス
や
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
所
管
す
る
コ
カ
・コ

ー
ラ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
バ
レ
ッ
ジ
な
ど
の
関
連
会
社
か
ら
な
る
新
体

制
が
組
織
さ
れ
た
。

「
こ
れ
ら
多
岐
に
わ
た
る
シ
ス
テ
ム
各
社
の
求
心
力
を
高
め
る

た
め
に
も
、
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
が
必
須
で
し
た
」。
松
鷹

副
社
長
は
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
強
化
の
背
景
を
そ
う
説
明
す
る
。

２
０
０
５
年
８
月
１
日
。
全
国
紙
朝
刊
に
日
本
コ
カ
・コ
ー

ラ
の
全
段
広
告
が
踊
っ
た
。「
は
じ
め
ま
し
て
。
人
と
人
を
う
る

お
す
コ
カ
・コ
ー
ラ
で
す
」と
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
始
ま
り
、「
た

だ
人
を
う
る
お
す
の
で
は
な
く
、
人
と
人
の
か
か
わ
り
を
も

う
る
お
す
会
社
に
な
り
た
い
」と
い
う
同
社
の
決
意
を
発
表

す
る
文
章
が
続
く
。
末
尾
は「
こ
の
広
告
を
、
広
告
で
終
わ
ら

せ
な
い
た
め
に
、
あ
な
た
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」と
意
見

を
募
集
す
る
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

松
鷹
副
社
長
は「
ワ
ン
ウ
ェ
イ
の
メッ
セ
ー
ジ
で
は
な
く
、
消
費

者
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ

ト
を
つ
く
り
上
げ
、そ
こ
に
実
態
を
付
加
す
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン

ド
が
構
築
さ
れ
る
。
そ
う
考
え
た
の
で
す
」と
趣
旨
を
語
る
。

こ
の
広
告
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
全
国
か
ら
１
万
を
超
え

る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
を
項
目
ご
と
に
分
類
し
、

代
表
的
な
意
見
約
１
０
０
０
件
を
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
や
社
員

大
会
を
通
じ
て
全
社
員
に
共
有
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
熟

読
し
た
上
、
各
部
署
で
討
議
し
た
。
そ
れ
を
さ
ら
に「
人
と

人
を
う
る
お
す
10
の
約
束
」と
し
て
集
約
。
今
年
１
月
に
、

新
聞
広
告
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
介
し
て
、
社
会
へ
向
け
て
発
表

し
た
の
だ
。

そ
の
内
容
は
、「
コ
カ
・コ
ー
ラ
本
来
の『
胸
躍
る
楽
し
さ
』を
、

変
わ
ら
ず
つ
く
り
続
け
ま
す
」「
品
質
管
理
を
徹
底
し
ま
す
」

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
視
点
で
容
器
を
見
直
し
、リ
サ
イ
ク
ル
を

促
進
し
ま
す
」「
企
業
と
し
て
、
公
正
、
公
平
、
透
明
で
あ
る
こ

と
を
守
り
ま
す
」な
ど
、
製
品
の
開
発
姿
勢
か
ら
社
会
貢
献
、

環
境
対
応
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ま
で
広
く
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
言
及
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
消
費
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た『
声
』は
私
た
ち
に
と

っ
て
ま
さ
に
宝
物
で
す
。
こ
れ
を
全
員
が
真
摯
に
受
け
止
め
、

こ
れ
か
ら
は
そ
の
声
に
応
え
る
行
動
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
」

と
松
鷹
副
社
長
は
責
任
を
噛
み
し
め
る
。

日
本
コ
カ・コ
ー
ラ
で
は
、
今
年
度
以
降
を「
約
束
実
践
の
年
」

と
位
置
づ
け
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
開
始
し
た
。「
と
い
っ
て
も
、

ま
っ
た
く
新
し
い
企
画
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
か
ら

続
け
て
き
た
企
業
市
民
と
し
て
の
活
動
を
再
構
築
す
る
こ
と

で
付
加
価
値
を
高
め
る
の
が
基
本
で
す
」と
松
鷹
副
社
長
。

こ
の
取
り
組
み
は
エ
キ
サ
イ
ティ
ン
グ
、エ
ン
ジ
ョ
イ
、エ
ン
タ
テ
イ

メ
ン
ト
、エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
教
育
）、エ
ン
バ
イ
ア
ロ
ン
メ
ン
ト（
環

境
）の
頭
文
字
を
取
っ
て『
Ｅ
プ
ロ
ジェ
ク
ト
』と
呼
ば
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
社
会
貢
献
活
動
で
は
、ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る「
２
０

０
６
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ
大
会
」へ
、コ
カ
・
コ

ー
ラ
オ
フィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
の
中
田
英
寿
選
手
と
と
も
に
、

中
学
生
18
名
を「
ジ
ュニ
ア
親
善
大
使
」と
し
て
派
遣
。
各
国
か

ら
選
ば
れ
た
フ
ラ
ッ
グ
ベ
ア
ラ
ー
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

す
る
な
ど
、
国
際
交
流

へ
の
き
っ
か
け
と
思
い
出

を
贈
っ
た
。

ま
た
、
消
費
者
か
ら

の
声
の
約
３
割
が
環
境

問
題
へ
の
質
問
や
意
見

で
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、

環
境
活
動
を
さ
ら
に

強
化
す
る
。
同
社
で
は

１
９
９
４
年
に「
コ
カ
・

コ
ー
ラ
環
境
教
育
財

団
」を
設
立
し
、
環
境

ボ
ラ
ン
ティ
ア
団
体
の
表
彰
・
助
成
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
は

そ
の
表
彰
式
を
屋
久
島
で
実
施
。
式
後
に
子
ど
も
た
ち
を
交

え
、「
コ
カ
・コ
ー
ラ
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム〝
森
に
学
ぼ
う
〞
」を
開
催

し
た
の
も
そ
の
一
環
だ
。

社
会
か
ら
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
に
は
、こ
う

し
た
企
業
と
し
て
の
社
会
貢
献
活
動
だ
け
で
な
く
、
社
員
一

人
ひ
と
り
の
意
識
向
上
も
欠
か
せ
な
い
。
同
社
の
事
例
で
は
、

コ
カ
・コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
を
横
断
す
る「
企
業
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
委

員
会
」を
組
織
し
て
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
社
員
の
手
づ
く

り
で
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
、
大
き
な
成
果
に
結

び
つ
い
た
。

「
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ
を
通
し
て
、
社
員
た
ち
は
社
会
と
の
接
点

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
的
に
ボ
ラ
ン
ティ
ア

活
動
を
始
め
る
ケ
ー
ス
も
増
え
、
会
社
か
ら
の
支
援
な
ど
、
相

談
に
来
る
者
も
い
ま
す
」と
松
鷹
副
社
長
は
変
化
を
喜
ぶ
。

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
主
体
は
、あ
く
ま
で
も
消
費
者
で
あ
り
、

社
会
だ
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
一
方
的
な
企
業
の
論
理
に
立

っ
て
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
声
に
耳
を
傾
け
、
対
話

を
重
ね
て
両
者
の
考
え
を
す
り
合
わ
せ
た
上
で
の
活
動
で
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
日
本
コ
カ
・コ
ー
ラ
の
企
業
ブ
ラ
ン
ディ

ン
グ
の
ス
タ
ン
ス
は
、そ
の
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
い
る
。

消
費
者
１
万
人
の
声
か
ら
生
ま
れ
た

「
人
と
人
を
う
る
お
す
10
の
約
束
」

社
会
と
の
約
束
を
実
践
す
る
と
と
も
に

イ
ン
ナ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化

全国一万人の声を集めた新聞広告は、第一弾（宣言
篇）、第二弾（対話篇）を経て第三弾（約束篇）で「10の
約束」を発表した。

オフィシャルパートナーである中田英寿選手との共同企画
「コカ・コーラジュニア親善大使」の広告。
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Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
ま
す
ま
す
取
り
沙
汰
さ
れ
る
な
か
、
文
化
支
援

や
社
会
貢
献
の
活
動
に
取
り
組
む
企
業
が
増
え
て
い
る
。
資

生
堂
は
こ
の
分
野
で
は
フ
ロ
ン
ティ
ア
的
存
在
で
、
早
く
か
ら

企
業
活
動
の
一
部
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

例
え
ば
、
文
化
支
援
活
動
の
一
つ
で
あ
る「
資
生
堂
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
80
年
以
上
も
前
の
１
９
１
９

年
。
ま
た
、パッ
ケ
ー
ジ
や
店
舗
デ
ザ
イ
ン
、
広
告
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
ど
を
社
内
で
手
が
け
る「
宣
伝
制
作
室
」が
あ
り
、
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
や
企
業
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
を
手
づ

く
り
で
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
身
の「
意
匠
部
」が
発
足
し
た

の
も
、1
9
1
6
年
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
あ
た
る
。

本
業
に
つ
い
て
は
、
顧
客
の
意
見
や
質
問
に
答
え
る
と
い

う
、い
わ
ば
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん

だ
。
1
9
7
1
年
に
は
広
報
室
を
設
置
、
顧
客
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
声
を
集
め
、
分
析
し
、
経
営
の
中
枢
に
届
け
る
、
現
在

の「
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
」の
機
能
を
す
で
に
有
し
て
い
た
。

「
た
だ
商
品
を
作
っ
て
売
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

商
品
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
届
け
た
い
、
お
客
さ

ま
の
声
に
き
ち
ん
と
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
。こ
ん
な
思
い
が
、

歴
史
の
浅
い
う
ち
か
ら『
理
念
』と
し
て
あ
り
ま
し
た
」と
、
柴

田
氏
は
話
す
。

理
念
や
思
い
は
、
た
だ「
お
題
目
」と
し
て
あ
っ
て
も
意
味

が
な
い
。
全
社
員
が
共
有
し
、
認
識
し
、
そ
し
て
実
践
し
て
こ

そ
意
味
を
な
す
。
し
か
し
、
国
内
屈
指
の
化
粧
品
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
資
生
堂
は
、
多
く
の
社
員
を
抱
え
る
だ
け
で
な
く
、

ビ
ュ
ー
ティ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
B
C
）と
呼
ば
れ
る
美
容
部
員

が
、
国
内
だ
け
で
１
万
人
近
く
に
上
る
。
あ
ら
ゆ
る
接
点
が

企
業
の
評
判
や
評
価
に
つ
な
が
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
実
際

に
顧
客
と
接
す
る
B
C
は
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
左
右
す
る

存
在
で
も
あ
る
。

前
田
新
造
社
長
は
昨
年
の
就
任
時
、「
１
０
０
％
お
客
さ

ま
志
向
の
会
社
へ
生
ま
れ
変
わ
る
」「
大
切
な
経
営
資
源
で

あ
る
ブ
ラ
ン
ド
を
磨
き
直
す
」「
魅
力
あ
る
人
で
組
織
を
埋

め
尽
く
す
」と
い
う
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
た
。
そ
の
目
標
達

成
の
た
め
に
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
、
全
国
を
巡
り
、
販
売

の
最
前
線
に
い
る
B
C
の
活
動
を
１
０
０
％
お
客
さ
ま
志
向

に
変
え
る
こ
と
だ
っ
た
。
一
人
ひ
と
り
に
語
り
か
け
、
質
問

に
は
極
力
社
長
自
身
が
答
え
な
が
ら
、
自
ら
の
思
い
や
意
志

を
伝
え
た
。
そ
の
一
方
で
、
店
頭
で
顧
客
か
ら
ど
ん
な
声
が

聞
こ
え
て
く
る
か
に
耳
を
傾
け
た
。

そ
し
て
昨
年
10
月
に
、店
頭
活
動
の
改
革
に
乗
り
出
し
た
。

「
売
り
上
げ
目
標
」を
撤
廃
し
た
の
だ
。

「
店
頭
で
お
客
さ
ま
と
接
す
る
B
C
本
来
の
仕
事
は
、
化

粧
品
を
通
じ
て
お
客
さ
ま
に
美
し
く
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。

そ
し
て
最
高
の
笑
顔
を
い
た
だ
く
こ
と
。
と
こ
ろ
が
、
売
り
上

げ
目
標
が
あ
る
と
、
ど
う
し
て
も
売
る
こ
と
に
意
識
が
行
っ

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
売
り
上
げ
目
標
を
廃
し
、
徹
底
し
て
お

客
さ
ま
を
美
し
く
し
、
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
全
力
を
注

げ
る
環
境
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
活
動
を
支
え
る
こ
と
で
営

お
客
さ
ま
と
の
接
点
か
ら
会
社
を
変
え
る

国
内
屈
指
の
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
で
、
魅
力
的
な
ブ
ラ
ン
ド
を
誇
る
資
生
堂
は
、
本
業
ば
か
り
で
な
く
、
文
化
支
援
や
社
会
貢
献
に
も
積
極
的
に
力
を
注
い
で
い
る
。

そ
こ
で
築
か
れ
た
企
業
イ
メ
ー
ジ
が
、
強
固
な
ブ
ラ
ン
ド
力
を
支
え
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

そ
の
資
生
堂
は
、
世
間
か
ら
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
受
け
止
め
、
広
報
活
動
な
ど
を
通
し
て
ど
ん
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
の
か
。

同
社
広
報
部
長
の
柴
田
和
久
氏
に
、
お
話
を
伺
っ
た
。

顧
客
と
の
接
点
を
大
切
に
し
、
声
に
耳
を
傾
け
る

そ
の
積
み
重
ね
が「
大
き
な
評
価
」に

株式会社資生堂

お客さまとの接点から会社を変える。
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業
の
現
場
を
変
え
、
ひ
い
て
は
会
社
全
体
を
変
え
て
い
こ
う

と
い
う
の
が
、
改
革
の
目
標
だ
っ
た
の
で
す
」と
、
柴
田
氏
は

説
明
す
る
。

こ
う
し
て
接
客
し
た
顧
客
に
は
葉
書
を
渡
し
、
接
客
の
感

想
や
意
見
を
直
接
本
社
に
郵
送
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
顧
客
か
ら
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
営
に
も
反
映

し
て
い
く
仕
組
み
と
も
い
え
る
。

社
会
か
ら
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
、
柴
田
氏
は「
定

量
情
報
も
必
要
だ
が
、
定
性
情
報
も
重
要
だ
」と
話
す
。

「
雑
誌
の
人
気
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
で
何
位
だ
っ
た
か
と
か
、

経
済
産
業
省
が
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
い
く
ら
と
評
価
し

た
か
と
か
、い
わ
ゆ
る
定
量
情
報
に
基
づ
い
た
指
標
も
も
ち

ろ
ん
大
切
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
企
業
の
本
当
の
価
値
は

評
価
で
き
ま
せ
ん
。
企
業
の
価
値
と
は
、
店
頭
で
の
お
客
さ

ま
の
声
や
株
主
、
お
取
引
先
の
評
価
は
も
ち
ろ
ん
社
員
ま
で

含
め
た
、
企
業
と
社
会
と
の
接
点
一
つ
ひ
と
つ
の
声
の
積
み

重
ね
だ
と
思
う
の
で
す
」

社
会
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や

見
方
を「
評
価
」と
し
て
捉
え
よ
う
と
い
う
姿
勢
は
、マ
ス
コ
ミ

に
対
し
て
も
同
じ
だ
。

「
取
材
を
お
受
け
す
る
な
か
で
、
記
者
の
言
葉
の
端
々
か

ら
、
商
品
や
企
業
活
動
が
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
機

会
に
な
る
。
で
す
か
ら
、
経
営
ト
ッ
プ
を
含
め
、
取
材
は
積
極

的
に
お
受
け
し
て
い
ま
す
」と
柴
田
氏
。
取
材
は
も
ち
ろ
ん
、

取
引
先
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
会
っ
て
話
を

す
る
な
か
で
も
、「
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
肌
で
感
じ
取
る
こ
と

が
大
切
だ
」と
語
る
。

マ
ス
コ
ミ
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
報
道
に
よ
っ
て
社
会
に

伝
わ
る
こ
と
も
多
い
。
例
え
ば
、
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
た
声
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
、
商
品
に
ど
の
よ
う

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
か
と
い
っ
た
取
材
を
通
じ
、
同
社

が
顧
客
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
姿
勢
が
伝
わ
る
。

ま
た
、
研
究
所
で
の
取
り
組
み
や
研
究
成
果
を
発
表
す
る
こ

と
で
、
安
全
性
や
技
術
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
商
品
の
取
材
を
き
っ
か
け
に
研
究
所
を
取
材
さ
れ
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
安
全
性
や
技
術
力
に
感
心
し
、
そ
れ

が
記
事
に
な
っ
て
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
取
り
組
み
が
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

通
じ
て
自
然
に
世
の
中
に
伝
わ
る
の
な
ら
、こ
ん
な
に
う
れ

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
柴
田
氏
。

企
業
を
ど
う
評
価
す
る
か
。
そ
の
方
法
が
、こ
こ
１
年
ほ

ど
で
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
昨
年
ま
で
は
、
企
業
は
と

に
も
か
く
に
も「
時
価
総
額
」で
評
価
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、ラ
イ
ブ
ド
ア
や
村
上
フ
ァ
ン
ド
の
一
連
の
事
件
の
後
、
時

価
総
額
や
利
益
率
は「
結
果
」で
あ
り
、
そ
の
過
程
に
あ
る
企

業
の
品
格
、
志
、
経
営
姿
勢
と
い
っ
た
も
の
が
大
切
だ
、
と
捉

え
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
改
め
て
、
文
化
支
援
や

社
会
貢
献
に
対
す
る
企
業
活
動
な
ど
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
訳
だ
が
、
一
朝
一
夕
で
な
し
え
る
も
の
で
は
な
い
。

「
社
会
貢
献
活
動
や
文
化
支
援
活
動
は
、
た
と
え
目
の
前

の
利
益
に
は
つ
な
が
ら
な
く
て
も
、
志
を
も
っ
て
継
続
す
る

こ
と
が
、
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。
例
え
ば
資
生
堂
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
80
年
以
上
に
わ
た
り
続
け
て
き
た
こ
と
で
、
銀
座
の

街
を
彩
り
、
多
く
の
芸
術
家
た
ち
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
は

っ
き
り
と
目
に
見
え
な
く
て
も
、こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て

培
わ
れ
る
美
意
識
や
志
な
ど
、
資
生
堂
の
血
肉
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
」と
、
柴
田
氏
は
語
る
。

最
後
に
柴
田
氏
は
、
良
好
な
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
築
い
て

い
く
こ
と
を
、こ
う
例
え
た
。

「
友
人
や
同
僚
、
上
司
と
接
す
る
場
合
、
毎
日
の
接
点

を
通
じ
て『
真
摯
で
信
用
で
き
る
』な
ど
人
柄
や
感
性
を
少

し
ず
つ
感
じ
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ

る
。
企
業
と
社
会
の
関
係
も
同
じ
。
日
々
の
活
動
を
積
み

重
ね
る
こ
と
で
、
真
の
信
頼
が
得
ら
れ
る
の
だ
と
信
じ
て

い
ま
す
」

社
会
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
を
肌
で
感
じ
る

変
化
す
る
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
評
価
基
準

銀座の街で資生堂の企業理念を発信し続けてきた「資生堂ギャラリー」。
右は昭和9年頃のギャラリー内観。左は現在。
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「
企
業
の
評
判
？
も
ち
ろ
ん
気
に
な
り
ま
す
し
、
重
要

視
し
て
い
ま
す
よ
」。
開
口
一
番
、
藤
崎
氏
は
こ
う
断
言
し

た
。
ど
の
企
業
に
と
っ
て
も
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り

評
判
は
大
事
な
こ
と
だ
が
、
全
日
空（
以
下
A
N
A
）の
場

合
は
少
し
他
社
と
事
情
が
違
う
。

「
航
空
業
界
は
商
品
の
差
別
化
が
し
に
く
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
ご
存
知
の
通
り
、
A
N
A
も
J
A
L
も

路
線
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
し
、
両
社
と
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
予
約
が
で
き
、
運
賃
も
大
差
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
な
か
で
お
客
様
に
A
N
A
を
選
ん
で
い
た
だ
く
基
準

と
な
る
の
は
、
ま
さ
に
評
判
だ
と
思
う
の
で
す
」

全
日
空
を
取
り
巻
く
こ
こ
何
年
か
の
環
境
を
振
り
返
る

と
、
幾
多
の
困
難
が
そ
こ
に
は
あ
り
、
必
ず
し
も
順
風
満

帆
に
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

2
0
0
1
年
9
月
の
米
同
時
多
発
テ
ロ
で
は
、
飛
行
機

に
対
す
る
不
安
が
高
ま
り
、旅
行
客
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

そ
の
2
カ
月
後
に
は
J
A
L
と
J
A
S
が
経
営
統
合
を
発

表
し
、
日
本
の
航
空
業
界
の
勢
力
図
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
S
A
R
S
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
い
っ
た
問
題
も
次
々
と
発
生
し
た
。

「
な
か
で
も
J
A
L
と
J
A
S
の
統
合
は
、
そ
れ
ま
で
の

A
N
A
の
国
内
線
に
お
け
る
優
位
性
を
大
き
く
揺
る
が
す

出
来
事
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
自
社
の
存
亡
に
関
わ
る
。

全
社
員
が
非
常
に
強
い
危
機
感
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」と
藤
崎
氏
は
語
る
。

危
機
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
A
N
A
は
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
展
開
す
る
。
経
営
面
で
は
1
9
9
9
年
か
ら
加
盟
し

て
い
る
ス
タ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
と
の
共
同
運
航
に
積
極
的

に
乗
り
出
し
、「
ア
ジ
ア
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
エ
ア
ラ
イ
ン
を

目
指
す
」べ
く
国
際
線
の
強
化
を
現
在
も
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
飛
行
機
の
機
材
の
更
新
に
も
積
極
的
だ
。
最
新

鋭
の
機
材
は
、
乗
客
に
と
っ
て
は
航
空
会
社
を
選
択
す
る

上
で
一
つ
の
有
力
な
材
料
と
な
る
。
08
年
か
ら
は
、
ボ
ー

イ
ン
グ
7
8
7
の
就
航
が
予
定
さ
れ
て
お
り
乗
客
の
注
目

を
集
め
そ
う
だ
。

ほ
か
に
も
、
国
内
線
の
一
般
席
の
シ
ー
ト
を
改
良
し
搭

乗
中
の
快
適
性
を
高
め
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
や
ク
オ
リ
テ

ィ
を
向
上
す
る
こ
と
で
他
社
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
。

「
客
室
乗
務
員
や
空
港
の
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
な
ど
一

人
ひ
と
り
が
、A
N
A
の
P
R
パ
ー
ソ
ン
で
す
。
〝
A
N
A

ら
し
さ
〞を
体
現
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
社
員
教
育
に
は
力
を

入
れ
て
い
ま
す
」
と
藤
崎
氏
。

社
員
教
育
、
研
修
施
設
の
充
実

は
A
N
A
の
特
徴
で
あ
り
、
愛
社

精
神
を
強
く
す
る
原
動
力
と
な
っ

て
い
る
。

藤
崎
氏
自
身
も
、「
入
社
し
て
か
ら
、な
か
な
か
い
い
会

社
だ
な
と
素
直
に
思
い
ま
し
た
。人
を
大
切
に
す
る
企
業

風
土
の
せ
い
か
、退
職
者
が
と
て
も
少
な
い
。社
員
か
ら
の

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
こ
と
は
、A
N
A
の
大
き
な

強
み
で
し
ょ
う
」と
語
る
。

新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
は
、積
極
的
な
情
報

発
信
を
行
っ
て
お
り
、年
間
の
リ
リ
ー
ス
数
は
2
0
0
本

に
上
る
。タ
イ
ム
リ
ー
に
出
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、な
る
べ

く
記
者
本
人
に
会
っ
て
手
渡
し
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

「
情
報
を
た
だ
送
り
つ
け
る
よ
り
、実
際
に
会
っ
て
説
明

し
な
が
ら
渡
す
ほ
う
が
、記
者
の
理
解
を
得
や
す
い
。こ
れ

は
リ
リ
ー
ス
を
出
す
と
き
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い

ま
す
」と
藤
崎
氏
は
話
す
。

ま
た
、社
会
部
や
経
済
部
の
記
者
は
数
年
で
担
当
が
変

わ
る
こ
と
が
多
い
。新
し
い
記
者
に
航
空
業
界
へ
の
知
識

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、訓
練
施
設
に
案
内
し
、フ
ラ
イ

他
社
と
の
差
別
化
が
難
し
い

航
空
業
界
の
特
殊
事
情

開
か
れ
た
広
報
活
動
で

社
会
と
良
好
な
関
係
を
築
く

こ
こ
数
年
、
就
職
し
た
い
企
業
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
常
に
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
全
日
空
。

同
社
広
報
室
部
長
の
藤
崎
良
一
氏
は
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
保
た
れ
て
い
る
理
由
を
、

日
ご
ろ
の
絶
え
間
な
い
経
営
努
力
と
積
極
的
な
広
報
活
動
の
結
果
だ
と
語
る
。

航
空
業
界
と
い
う
特
別
な
業
界
に
お
い
て
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
も
の
な
の
か
。

同
社
の
取
り
組
み
を
見
て
み
よ
う
。

透
明
性
の
高
い
企
業
体
質
が

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

全日本空輸株式会社

08年に就航予定のボーイング787（イメージ）。
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ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
体
験
で
き
る
機
会
を
設
け
て

い
る
。

さ
ら
に
、現
役
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
客
室
乗
務
員
、整
備
士

な
ど
が
講
師
と
な
る「
空
勉
」と
い
う
勉
強
会
も
開
催
。例

え
ば
、「
飛
行
機
に
落
雷
し
て
も
安
全
性
を
確
保
し
て
飛
行

で
き
る
の
か
」と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、飛
行
機
の
基
礎

的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
す
る
。知
識
不
足
ゆ
え
の
誤
解

を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
だ
と
い
う
。

一
般
の
人
向
け
に
も「
機
体
工
場
見
学
」を
開
催
し
、整

備
の
様
子
を
見
学
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
学
の
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
、毎
回
大
人
気
だ
と

い
う
。ま
た
、「
空
の
日
」の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、子
ど
も
た
ち

と
の
綱
引
き
の
相
手
に
な
る
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
提
供
し
、場

の
盛
り
上
げ
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

03
年
に
は
、
A
N
A
を
舞
台
に
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

『
G
O
O
D
L
U
C
K
!!
』（
主
演：

木
村
拓
哉
）
が
放
映

さ
れ
た
。

「
放
映
後
、
女
性
整
備
士
に
な
り
た
い
と
い
う
問
い
合
わ

せ
が
増
え
ま
し
た
ね
。
ま
た
、
学
生
の
方
か
ら
は
人
気
企

業
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
喜
ば
し
い
こ
と

だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
が
、
企
業
が
常
に
い
い
評
判
を

維
持
し
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」と
藤
崎
氏
は
気
を
引
き
締
め
る
。

事
実
、
航
空
業
界
を
巡
る
環
境
は
決
し
て
良
好
だ
と
は

い
え
な
い
。
例
え
ば
、
近
年
の
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、

航
空
会
社
は
大
幅
な
コ
ス
ト
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

「
国
際
線
で
は
す
で
に
燃
油
特
別
付
加
運
賃
な
ど
を
導

入
し
て
お
り
、
お
客
様
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
お
願
い
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
の
は
難
し

く
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
悪
い
と
な
お
さ
ら
で
し
ょ
う
。

企
業
自
助
努
力
を
し
っ
か
り
や
れ
て
い
な
い
の
に
、
値
上

げ
す
る
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
。
そ
う
思
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
よ
ね
」と
藤
崎
氏
。

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
保
つ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

藤
崎
氏
は「
経
営
ト
ッ
プ
が
よ
く
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
す

べ
て
の
活
動
に
お
い
て
誠
実
で
あ
り
た
い
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
透
明
性
の
高
い
企
業
文
化
、
つ
ま
り
隠
し
事
を
せ

ず
、
情
報
開
示
を
迅
速
・
的
確
に
行
う
こ
と
が
大
切
な
ん

で
す
」と
話
す
。
A
N
A
は
こ
の
5
年
間
で
、
ト
ッ
プ
に
メ

ディ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
さ
せ
た
り
、
羽
田
に
危
機
管

理
部
を
設
置
し
た
り
と
、
適
切
に
情
報
を
発
信
す
る
た
め

の
管
理
体
制
を
強
化
し
て
き
た
。

藤
崎
氏
は
最
後
に「
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
大

き
な
要
素
は
、
や
は
り
業
績
。
業
績
が
上
が
れ
ば
評
判
が

向
上
し
、
さ
ら
に
業
績
に
好
影
響
を
与
え
る
好
循
環
が
生

ま
れ
ま
す
。
引
き
続
き
全
社
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
経
営
の
姿
を
宣
伝
な
ど
の

他
部
署
と
う
ま
く
連
携
し
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
正
し

く
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」と
語
っ
た
。

日
ご
ろ
の
行
動
が
お
ざ
な
り
だ
と

企
業
は
正
し
く
理
解
さ
れ
な
い

研修施設で行われる社員教育。

工場見学の風景。一般の人も参加可能だ。
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「
こ
れ
ま
で
、レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
強
く
意
識
し
た
特
別
な

広
報
活
動
を
展
開
し
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
中

島
氏
は
話
す
。
創
業
当
初
か
ら
の〝
お
客
様
の
喜
び
を
基
本

に
〞の
企
業
理
念
に
基
づ
い
た
企
業
活
動
や
社
員
の
行
動
指

針
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ひ
た
す
ら
真
面
目
に
広
報

し
て
き
た
だ
け
だ
と
い
う
。

同
社
の
活
動
の
す
べ
て
の
原
点
と
い
え
る
も
の
に
、
創
業

者
・
本
田
宗
一
郎
が
唱
え
た
理
念
が
あ
る
。
そ
れ
は
、1
9
5

6
年
の
社
内
報『
ホ
ン
ダ
月
報
』に
掲
載
さ
れ
た
、「
三
つ
の
喜

び
」と
い
う
氏
の
エッ
セ
イ
で
語
ら
れ
た
も
の
だ
。
そ
の
内
容
は
、

「
創
る
喜
び
、
売
る
喜
び
、
買
う
喜
び
」と
い
う
も
の
で
、
誰
に

で
も
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
書
か
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
よ
り
よ
い
関
係
は
、
企
業
経
営
に
と
っ
て

大
き
な
財
産
と
な
る
と
い
う
普
遍
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。
約
50

年
前
に
語
ら
れ
た
こ
の
エッ
セ
イ
は
、
社
会
の
期
待
に
応
え
、

新
し
い
価
値
を
創
造
し
つ
づ
け
よ
う
と
い
う
現
在
の
企
業
理

念
や
社
是
、
運
営
方
針
の
礎
と
な
っ
て
お
り
、
今
日
の
高
い
レ

ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
て
い
る
柱
と
も
い
え
る
。「
お
客
様
満

足
度
向
上
を
基
本
に
、
創
業
者
の
精
神
に
忠
実
に
企
業
活

動
を
行
っ
て
い
た
ら
、
気
付
け
ば
社
会
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
た

と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
」と
中
島
氏
は
語
る
。

同
社
の
本
業
と
い
え
ば
、
二
輪
車
や
四
輪
車
の
開
発
、
生

産
、
販
売
と
い
う
の
が
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
創
業
以

来
、
世
界
最
先
端
の
製
品
を
世
に
出
し
続
け
て
き
た
一
方

で
、
高
い
技
術
力
を
武
器
に
、
品
質
は
も
と
よ
り
環
境
や
安

全
に
対
し
て
よ
り
高
い
目
標
を
お
い
て
製
品
の
開
発
に
力
を

注
い
で
き
た
。

は
じ
ま
り
は
1
9
7
2
年
に
発
表
し
た
低
公
害
エ
ン
ジ
ン

だ
。
こ
れ
は
当
時
ク
リ
ア
す
る
の
が
困
難
と
さ
れ
た
米
国
の

自
動
車
排
ガ
ス
規
制
法
・マ
ス
キ
ー
法
に
世
界
で
初
め
て
合

格
さ
せ
た
。
87
年
に
は
、
国
産
車
で
初
め
て
エ
ア
バッ
グ
シ
ス
テ

ム
を
実
用
化
し
た
ほ
か
、
乗
用
車
で
世
界
初
の
4
W
S（
内
輪

差
や
横
滑
り
を
解
消
す
る
四
輪
操
舵
方
式
）を
実
用
化
す

る
な
ど
、
安
全
を
第
一
に
考
え
た
製
品
を
次
々
と
誕
生
さ

せ
た
。
2
0
0
5
年
に
は
世
界
初
と
な
る
量
産
二
輪
車
用
エ

ア
バ
ッ
グ
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
な
ど
、
安
全
性
の
追
求
に
は

余
念
が
な
い
。

海
外
事
業
に
お
い
て
も
同
様
の
姿
勢
が
見
て
と
れ
る
。
現

在
、
中
国
で
は
二
輪
車
の
販
売
台
数
が
急
増
し
て
お
り
、

メ
ー
カ
ー
は
1
0
0
社
以
上
に
及
ぶ
。
比
較
的
安
価
な
二
輪

車
が
多
く
販
売
さ
れ
て
い
る
な
か
同
社
は
、
近
い
将
来
、
排

ガ
ス
規
制
が
厳
し
く
な
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
す
で
に
排
ガ

ス
規
制
数
値
を
大
幅
に
下
回
る
製
品
を
投
入
し
て
い
る
。
法

規
制
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
生
き
残
れ
る
の
は
、
対
応
で
き

る
技
術
力
を
も
つ
企
業
だ
け
だ
と
の
判
断
か
ら
だ
と
い
う
。

「
い
い
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
獲
得
を
考
え
る
と
、
や
は
り
本

業
を
支
え
る
技
術
力
や
健
全
な
経
営
体
制
が
不
可
欠
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
広
告
や
広
報
が
い
く
ら
大
風
呂
敷
を
広

げ
た
と
こ
ろ
で
、
内
容
が
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
に
は
、
な
に
も

社
会
に
訴
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
客
様
に
製
品
を
使

原
点
は「
人
間
尊
重
」と「
三
つ
の
喜
び
」

社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
製
品
を
つ
く
る

就
職
活
動
中
の
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ
る
人
気
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で
調
査
さ
れ
る
優
良
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
で
、

常
に
上
位
を
維
持
し
て
い
る
本
田
技
研
工
業（
以
下
、ホ
ン
ダ
）。

同
社
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
根
底
で
支
え
て
い
る
の
は
創
業
者
の
理
念
だ
と
い
う
。

同
社
広
報
部
渉
外
管
理
ブ
ロ
ッ
ク
主
任
の
中
島
隆
一
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

創
業
者
の
理
念
が
支
え
る
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン

本田技研工業株式会社

昭和26年の社内報に掲載された本田宗一郎の「三つの喜び」。ホンダの原点がここにある。
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っ
て
い
た
だ
き
、
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
こ
そ
、
真
の
評
価
を
い

た
だ
け
る
は
ず
」と
中
島
氏
は
語
る
。
い
か
に
世
の
中
に
受

け
入
れ
ら
れ
喜
ば
れ
る
製
品
を
作
り
続
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
が
、
重
要
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
意
味
で
は
、「
開
発
部
門

や
営
業
部
門
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
経
営
者
が
、5
年
後
、

10
年
後
を
見
据
え
た
判
断
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

も
、
製
品
に
対
す
る
評
価
、
ひ
い
て
は
会
社
に
対
す
る
評
価

を
考
え
た
場
合
、
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
く
る
」と
話
す
。

同
社
は
、
製
品
を
通
じ
た
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

だ
け
で
な
く
、
環
境
や
安
全
の
た
め
の
社
会
活
動
を
当
然
の

責
任
と
し
て
創
業
当
初
か
ら
展
開
し
て
き
た
。「
乗
り
物
に

乗
ら
な
い
人
の
こ
と
も
考
え
た
施
策
は
、『
安
全
な
く
し
て
生

産
な
し
』『
企
業
は
社
会
か
ら
離
れ
て
存
在
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
』と
い
っ
た
創
業
時
か
ら
続
く
考
え
方
に
基
づ
い
た
も
の
。

こ
う
し
た
活
動
も
、
良
好
な
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
い
る

理
由
の
一
つ
で
し
ょ
う
」と
中
島
氏
は
説
明
す
る
。

1
9
6
4
年
に
完
成
し
た
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
は
、
警
視
庁

か
ら
の
依
頼
で
白
バ
イ
の
運
転
講
習
会
を
開
始
。
そ
の
頃
か

ら
、
後
に
完
成
す
る
東
名
高
速
道
路
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
高
ま
り
に
比
例
し
て
交
通
事
故
が
急

増
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
批
判
の
対
象
と

な
り
は
じ
め
た
時
期
で
も
あ
っ
た
70
年
に
は
、
運
転
者
に
対

す
る
教
育
や
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
た「
安
全
運
転
普
及

本
部
」を
い
ち
早
く
発
足
。
現
在
も
予
知
予
防
安
全
を
前

提
と
し
た
、
正
し
く
安
全
な
乗
り
方
と
楽
し
い
使
い
方
を
広

め
る
た
め
、
全
国
の
販
売
店
の
販
売
網
な
ど
も
活
用
し
て
安

全
運
転
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

ほ
か
に
も
、99
年
か
ら
は
幼
児
を
対
象
に
交
通
安
全
を
伝

え
る「
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」の
活
動
を
開
始
、
こ
れ
ま
で

に
3
4
0
を
超
え
る
幼
稚
園
や
保
育
園
を
訪
問
し
、
交
通
安

全
教
室
を
開
催
し
て
き
た
。
ま
た
、
海
外
で
の
交
通
安
全
普

及
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
中
島
氏
は「
ひ
と
の
命
を

預
か
る
製
品
を
つ
く
っ
て
い
る
企
業
と
し
て
当
然
の
活
動
。

こ
う
し
た
活
動
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
啓
蒙
の

た
め
に
、
毎
年
C
S
R
レ
ポ
ー
ト
や
安
全
運
転
普
及
活
動
報

告
書
、
環
境
年
次
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
作
成
し
、
情
報
発
信
し

て
い
ま
す
」と
語
る
。

レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
形
成
全
体
を
考
え
た
場
合
、「
広
告
は
、

〝
先
進
性
〞や〝
か
っ
こ
い
い
〞と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出

し
、
広
報
は
、
環
境
や
安
全
、
先
進
技
術
な
ど
を
き
ち
ん
と

理
解
し
て
も
ら
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

語
り
方
の
ト
ー
ン
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
広
告
を
扱
う
宣
伝

部
と
は
密
に
連
携
し
て
い
ま
す
」と
中
島
氏
は
話
す
。
世
の

中
に
出
す
情
報
は
、
広
告
で
も
広
報
で
も
、
同
じ
ト
ー
ン
で

発
信
す
る
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
の
統
一
を
図
ろ
う
と
い
う
考

え
だ
。
マ
ス
コ
ミ
対
応
の
場
合
は
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
方
々

は
、
消
費
者
の
代
表
」と
受
け
止
め
、
公
平
か
つ
誠
実
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
開
発
部
門
と
も
足
並
み
を
揃
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
自
動
車
業
界
で
は「
世
界
初
」と
付
く
こ
と
の
イ
ン
パ

ク
ト
が
大
き
く
、
第
一
印
象
だ
け
で
な
く
そ
の
後
の
営
業

や
販
売
な
ど
に
も
影
響
す
る
。
中
島
氏
は
、「
広
報
が
常
に

社
内
外
か
ら
の
情
報
収
集
や
フィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
注
力
し
、
経

営
ト
ッ
プ
と
も
連
携
し
て
正
し
い
判
断
を
促
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
強
調
す
る
。
独
自
の
技
術
力

で
も
っ
て
世
界
で
初
め
て
開
発
し
た
製
品
で
も
、

広
報
の
情
報
発
信
が
一
歩
遅
れ
た
ら
、「
世
界
初
」

の
名
を
逃
す
場
合
も
あ
り
う
る
か
ら
だ
。

現
在
ホ
ン
ダ
は
、「
存
在
を
期
待
さ
れ
る
企
業
」

を
め
ざ
し
て
日
々
活
動
を
続
け
て
い
る
。
中
島

氏
は「
大
切
な
こ
と
は
、
今
後
も
創
業
者
が
唱
え

た
企
業
理
念
に
忠
実
か
つ
真
面
目
に
活
動
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
広
報
部
と
し
て
も
、
今
ま
で
に

い
た
だ
い
た
社
会
か
ら
の
評
価
を
裏
切
る
こ
と

な
く
、
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
の
関
係
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
語
っ
て

く
れ
た
。

車
社
会
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
ひ
と
の
た
め
に

広
告
や
開
発
と
も
連
携
し
て

「
存
在
を
期
待
さ
れ
る
企
業
」を
め
ざ
す

「三つの喜び」の初出から5年後、昭和31年の社内報。
創業者の言葉をもとに「社是」と「運営方針」は策定された。




